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レ
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両
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⑧
郡
山
中
ノ
沢
に
あ
る
一
．
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
果
樹
園
で

・．
4

ノ

薄

》
曝

つ
　
園
を
開
園
し
た
言
わ
ば
パ
イ
オ
ニ
ア
。

ま
積
極
的
に
も
の
こ
と
薯
え
る
開
拓
精
神
を
買
わ
れ
て
、

業
農
協
果
樹
部
運
営
委
員
会
の
委
員
長
に
つ
ぎ
、
白
石
市
と

曲
辰
　
七
ヶ
宿
町
の
果
樹
農
家
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
市
の
果

井
樹
ロ
叩
目
は
呈
コ
が
夷
害
、
内
フ
務
人
気
が
｛
．
買

一
郵
パ
ッ
ク
で
個
人
用
に
発
送
し
て
－
ま
す
「
嚢
男

　
ン
ボ
ー
ル
は
商
品
の
顔
。
デ
ザ
イ
ン
を
も
っ
と
工
夫
し
な

リシ
け
れ
ば
」
と
、
菊
地
充
た
ち
は
p
R
作
戦
を
練
っ
5

　
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
広
報
し
ろ
い
し
四
百
号
記
念
特
集

年
表
で
ふ
り
返
る
白
石
の
歴
史

■
平
成
三
年
度
決
算

■
公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
台
所
事
情

■
農
家
の
田
ち
ゃ
ん
村
お
こ
し

「
十
↓
騨
旺
主
目
り
革
栄
甫
田
」

■
第
1
5
回
白
石
市
農
業
祭
・
登
別
市

の
観
光
と
物
産
展
イ
ベ
ン
ト
紹
介
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昭
和
三
四
年

◎
二
月
／
公
立
刈
田
綜
合
病
院
内
に
ベ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
を
設

け
、
白
石
第
二
小
学
校
・
白
石
中
学
校
の
分
校
と
し
て
開
設
。

◎
四
月
／
第
一
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
開
く
。
◎
五

月
／
白
石
駅
舎
新
築
落
成
。
◎
六
月
　
白
石
第
二
小
学
校
で

学
校
給
食
開
始
。
◎
九
月
／
「
白
石
市
政
だ
よ
り
」
第
一
号

を
発
行
。
◎
一
〇
月
、
〆
公
民
館
・
図
書
館
移
転
工
事
、
武
徳

殿
と
り
こ
わ
し
工
事
な
ど
白
石
第
一
小
敷
地
内
で
始
ま
る
。

　
　
　
旺
和
三
五
年

◎
二
月
／
蔵
本
地
区
に
集
団
赤
痢
発
生
，
（
ゆ
モ
月
　
福
岡
小

学
校
不
忘
分
校
落
成
。
◎
一
〇
月
．
／
白
石
第
二
小
学
校
に
集

団
赤
痢
発
生
（
罹
患
者
二
八
八
名
）
。
こ
の
年
白
石
市
人
口
四

三
、
九
一
一
入
、
世
帯
数
八
、
六
〇
六
。

　
　
　
昭
縦
冒
天
年

◎
三
月
／
東
北
本
線
上
野
～
仙
台
間
電
化
工
事
完
了
。
急
行

　「ま

つ
し
ま
号
」
初
め
て
走
る
。
／
白
石
工
業
高
校
新
設
決

定
、
◎
九
月
／
台
風
｝
八
号
来
襲
。
稲
作
に
被
害
大
。
・
不

忘
山
頂
の
B
2
9
墜
落
米
軍
将
兵
慰
霊
碑
除
幕
式
。
◎
一
二
月

／
東
白
石
駅
営
業
開
始
。

　
　
　
昭
和
三
七
年

◎
三
月
．
公
立
刈
田
綜
合
病
院
改
築
成
る
。
◎
四
月
／
県
立

白
石
工
業
高
等
学
校
開
校
。
　
・
！
誘
致
工
場
・
杉
浦
製
作
所
が

開
設
。
◎
七
月
／
当
地
方
集
中
豪
雨
。
田
畑
冠
水
、
道
路
決

壊
な
ど
被
害
多
し
。
◎
一
∩
）
月
／
旧
白
石
中
学
校
創
立
疋
田

運
猷
死
去
す
。
◎
二
月
、
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
全
線
開
通
営
業

開
始
。
◎
こ
の
年
、
国
道
四
号
斎
川
地
区
変
更
工
事
の
斎
川

大
橋
新
架
設
な
る
。

　
　
　
昭
和
三
八
年

◎
三
月
一
日
　
白
石
城
本
丸
付
近
の
所
有
権
が
片
倉
家
よ
り

市
に
譲
渡
移
管
。
◎
三
月
十
日
／
小
原
温
泉
大
火
。
か
つ
ら

や
、
い
づ
み
や
全
焼
。
◎
四
月
／
麻
生
寛
道
無
競
争
当
選
。

第
三
代
市
長
就
任
。
◎
五
月
／
旧
白
石
町
公
会
堂
を
解
体
。

白
石
市
体
育
館
兼
市
民
会
館
建
設
起
工
。
◎
七
月
／
小
原
慈

母
観
音
像
開
眼
式
。
◎
八
月
／
蔵
王
連
峰
が
国
定
公
園
の
指

定
受
け
る
。

～
白
石
市
～
南
陽
市
を
結
ぶ
道
路
が
国
通
二
三
号
に
昇
格
。

◎
三
月
／
県
立
白
石
女
子
高
校
校
舎
落
成
。
◎
四
月
／
行
政

区
長
制
度
を
実
施
。
◎
五
月
／
白
石
駅
前
広
場
整
備
完
了
。

◎
七
月
／
白
石
高
校
校
舎
完
成
。
◎
一
一
月
／
㈱
白
石
中
央

青
果
市
場
開
設
。
／
小
原
診
療
所
を
廃
止
、
患
者
輸
送
車
を

も
っ
て
代
え
る
。

　
　
　
昭
和
四
五
年

◎
［
月
／
強
風
（
台
湾
坊
主
）
吹
く
。
最
大
風
速
五
三
メ
ー

ト
ル
。
豪
雨
を
伴
い
家
屋
倒
壊
な
ど
被
害
多
し
。
◎
二
月
／
〆

駅
前
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成
。
◎
三
月
／
、
白
石
第
一
小
学
校
建
設

成
る
。
こ
の
日
小
原
小
学
校
の
東
山
・
西
・
小
久
保
平
三
分

校
が
廃
止
。
◎
四
月
／
麻
生
寛
道
無
競
争
当
選
。
第
五
代
市

長
就
任
。
／
白
石
高
等
職
業
訓
練
校
開
校
。
◎
五
月
／
西
保

育
園
開
園
。
◎
八
月
／
小
原
七
里
沢
鉱
山
よ
り
の
排
水
に
て

カ
ド
、
・
・
ウ
ム
汚
染
問
題
化
す
る
。
◎
九
月
／
仙
南
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
が
発
足
（
4
6
年
度
よ
り
実
施
）
。
◎
一
一
月

／
第
一
回
市
民
文
化
祭
開
く
。
◎
こ
の
年
初
め
て
市
の
工
業

所
得
高
が
農
業
所
得
高
を
上
回
る
。

　
　
　
昭
和
四
六
年

◎
一
月
／
白
石
文
化
協
会
結
成
。
◎
四
月
／
仙
南
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
設
立
（
フ
ィ
几
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
◎
五
月

，
／
本
市
選
出
遠
藤
要
県
議
、
第
一
五
代
県
議
会
議
長
就
任
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
開
館
。
◎
一
二
月
／
中
町
・
長
町
ア
ー

ケ
ー
ド
街
完
成
。

　
　
　
昭
和
四
七
年

◎
｛
月
／
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会
結
成
。
◎
二
月
／
蔵

王
自
然
保
護
協
会
設
立
。
◎
三
月
／
越
河
保
育
園
・
第
二
児

童
館
開
設
。
◎
四
月
／
！
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
業
務

拡
張
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
消
防
・
屠
殺
場
な
ど
移
管
）
◎
六

月
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
行
雲
荘
完
成
。
◎
こ
の
年
の
後
半

か
ら
開
発
ブ
ー
ム
に
よ
る
蔵
王
山
麓
地
区
な
ど
土
地
買
い
占

め
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。

　
　
　
昭
和
四
ハ
年

◎
一
月
／
白
石
ユ
ネ
ス
コ
協
会
設
立
。
◎
二
月
／
福
岡
小
学

校
蔵
王
分
校
校
舎
建
設
。
◎
三
月
／
市
役
所
庁
舎
落
成
。
四

　
響

　
　
、
馨
，
、
－
ガ
，

　
　
　
　
よ
　
、
　
・

緊
勢

　
一
診

翼

難
孝

▲川井貞一氏
第9代（昭和59年）～第旧代
（平成4年）

平成4年田月26日　無競争当選

〈鈴木孝一郎氏

　第7代（昭和51年～55年

　昭和61年5月14日死去

〈関谷宗一氏
　第8代（昭和55年～田年

帥ヤ

矯、

、、

慧

噸
．
紀

漁
｝
．
、

ゴ
冒
墨
1

〈麻生寛道氏
　初代（昭和23年）～第6代
　（昭和51年）

　昭和51年9月27日死去藷

￥

歴
代
市
長
の
あ
ゆ
み

　
昭
和
三
十
四
年
九
月
に
「
白
石
市
政
だ
よ
り
」
　
（
広
報
し
ろ
い
し

の
前
身
）
第
『
号
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
今
月
号
で
ち
ょ
う
ど
四
百
号
。

年
齢
も
一
二
十
一
二
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
っ
て
、
勉

強
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
飛

び
込
ん
で
、
生
の
声
を
ど
ん
ど
ん
紙
面
に
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
月
は
四
百
号
記
念
特
集
と
し
て
、
一
二
十
三
年
の
間
に
白
石
に
起

こ
っ
た
出
来
事
を
年
表
に
し
て
み
ま
し
た
。
あ
な
た
の
思
い
出
の
一

コ
マ
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
こ
覧
く
だ
さ
い
。
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長
割

　
　
課
係
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生
報
年

　
　
衛
広
5
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塞
羅
聾

　
　
孝
務
年

　
　
好
総
4
8

　
　
浦
時
和

　
　
一
コ
瞠

　
昭
和
四
十
八
年
は
市
役
所
庁
舎

が
で
き
、
同
時
に
市
の
機
構
改
革

が
行
わ
れ
た
年
で
し
た
。
総
務
課

に
文
書
広
報
係
が
生
ま
れ
、
私
が

初
め
て
の
係
長
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
広
報
紙
は
ザ
ラ
紙

に
印
刷
さ
れ
、
写
真
が
あ
ま
り
入

ら
ず
お
知
ら
せ
板
と
い
っ
た
内
容

で
し
た
。

　
「
何
と
か
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜

　
　
ん
で
読
ん
で
も
ら
う
方
法
は

　
　
な
い
か
」
と
悩
ん
だ
あ
げ
く
、

　
　
で
き
る
だ
け
子
供
た
ち
の
写

　
　
真
を
広
報
に
載
せ
よ
う
と
思

　
　
い
ま
し
た
。

　
　
さ
っ
そ
く
自
分
の
カ
メ
ラ

　
　
を
持
っ
て
取
材
。
恥
ず
か
し

　
　
が
る
子
を
な
だ
め
な
が
ら
や

　
　
っ
と
撮
っ
た
写
真
が
広
報
に

載
り
、
父
兄
か
ら
喜
び
の
電
話
を

も
ら
っ
た
と
き
、
一
つ
の
ハ
ー
ド

ル
を
越
え
た
気
が
し
て
、
】
人
う

れ
し
く
思
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。

　
今
は
印
刷
技
術
も
良
く
な
っ
て

見
や
す
い
広
報
紙
に
な
り
ま
し
た

が
、
基
本
は
同
じ
。
読
ん
で
も
ら

え
る
広
報
紙
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら

も
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
昭
和
三
九
年

◎
一
月
／
県
立
白
石
女
子
高
校
全
面
改
築
工
事
始
ま
る
。
．
！

振
興
相
互
銀
行
白
石
支
店
舗
竣
工
。
◎
二
月
／
授
産
所
焼
け

る
。
◎
三
月
／
白
石
市
し
尿
処
理
場
完
成
。
／
〆
大
萩
山
の
放

送
局
開
局
。
◎
四
月
／
白
石
市
体
育
館
兼
市
民
会
館
が
落
成
、

◎
七
月
／
大
熊
・
下
戸
沢
両
分
校
が
廃
止
、
小
原
西
分
校
設

立
。
◎
八
月
／
北
保
育
園
落
成
、
（
0
充
月
／
蔵
王
ハ
イ
ラ
イ

ン
開
通
。
刈
田
岳
山
頂
ま
で
自
動
車
道
路
ひ
か
れ
る
。

　
　
　
昭
和
四
〇
年

◎
ひ
か
り
幼
稚
園
が
開
園
。
◎
一
∩
）
月
／
白
石
駅
に
特
急
ひ

ば
り
号
停
車
す
る
。
／
鷹
巣
瓶
が
盛
周
辺
の
古
墳
、
住
宅
団

地
造
成
の
た
め
緊
急
発
掘
調
査
。
／
東
京
・
福
島
へ
直
通
電

話
開
通
。
◎
一
一
月
／
県
立
白
石
高
校
全
面
改
築
工
事
に
着

手
。
◎
こ
の
年
、
白
石
市
の
入
口
四
一
、
九
二
八
人
、

数
九
、
一
四
五
。
　
（
国
勢
調
査
）

　
　
　
昭
和
四
一
年

◎
四
月
／
宮
城
県
白
石
職
業
訓
練
所
開
設
。
◎
五
月
、

寛
道
無
競
争
当
選
。
第
四
代
市
長
就
任
。
◎
七
月
／

貫
自
動
車
道
建
設
計
画
発
表
。
◎
九
月
、
〆

拡
張
工
事
終
わ
る
。

　
　
　
昭
和
四
二
年

◎
三
月
／
深
谷
小
学
校
改
築
完
成
。
◎
五
月
・

小
久
保
平
へ
の
永
久
橋
梁
か
か
る
．
◎
八
月
・

ン
全
線
舗
装
完
了
。
二
六
㎞
、
工
費
一
億
九
、

◎
こ
の
年
、

し
改
築
工
事
盛
ん
に
な
る
。
　
（
鶴
見
屋
、
安
藤
屋
、

な
ど
）

　
　
　
昭
和
四
三
年

◎
二
月
．
／
整
肢
不
忘
学
園
開
園
。

水
開
始
（
貯
水
量
二
五
一
万
ト
ン
）
。
◎
五
月
、

忘
ス
キ
ー
場
が
国
定
に
内
定
す
る
。
◎
六
月
！

内
所
開
設
。
◎
一
〇
月
／

校
の
姉
妹
校
調
印
式
。

　
　
　
昭
和
四
四
年

◎
一
月
／
南
蔵
王
国
定
白
石
ス
キ
ー
場
試
走
会
。
・
r

世
帯

　
　
語
－

　
　
物

麻
生
年

　
　
3
．

　
　
　
　
東
北
縦

／
第
二
小
学
校
校
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
湯
元
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
コ
ー
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円
。

市
内
旧
白
石
六
町
の
土
蔵
造
り
店
舗
の
取
り
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
屋

　
　
　
◎
三
月
／
川
原
子
ダ
ム
貯

　
　
　
　
　
　
　
　
！
南
蔵
王
不

　
　
　
　
　
　
　
駅
前
観
光
案

白
石
中
学
校
と
札
幌
市
白
石
中
学

相
馬
市

しろいし33年物語

昭和妬年←昭和34年

月
一
日
よ
り
執
務
開
始
。
◎
六
月
／
国
道
二
三
号
改
修
工

事
に
よ
る
小
原
第
一
・
ニ
ト
ン
ネ
ル
開
通
。
◎
一
一
月
／
／
市

制
施
行
二
十
周
年
に
あ
た
り
朝
倉
松
吉
名
誉
市
民
第
一
号
。

　
　
　
昭
和
四
九
年

◎
四
月
／
麻
生
寛
道
無
競
争
当
選
。
第
六
代
市
長
就
任
。
／

第
一
児
童
館
完
成
。
◎
五
月
／
図
書
館
新
築
落
成
。
白
石
駅

跨
線
橋
完
成
。
◎
七
月
／
遠
藤
要
参
議
院
議
員
に
当
選
。
／

越
河
小
学
校
、
大
平
公
民
館
落
成
。
◎
一
二
月
／
名
誉
市
民

朝
倉
松
吉
死
去
。

　
　
　
昭
和
五
〇
年

◎
三
月
／
働
く
婦
人
の
家
、
斎
川
公
民
館
、
深
谷
保
育
園
完

成
。
◎
六
月
／
白
石
第
二
幼
稚
園
落
成
。
◎
一
一
月
／
福
岡

小
学
校
校
舎
落
成
。
◎
一
二
月
／
新
し
い
日
本
の
観
光
地
百

選
・
山
岳
高
原
の
部
で
蔵
王
山
第
一
位
と
な
る
。
　
（
毎
日
新

聞
杜
王
催
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
、
年

　
　
　
昭
和
吾
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
㌃
吻

◎
胃
／
小
原
小
学
校
上
戸
雰
校
が
甕
／
市
鼻
呂
テ
ニ
脾
瞬

ス
コ
ー
ト
使
用
開
始
。
◎
九
月
二
七
日
／
麻
生
寛
道
市
長
死
3
　
↑

尭
◎
一
・
月
／
東
北
新
幹
嚢
王
－
ン
ネ
鮪
奨
◎
ル
ユ
眸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

二
月
4
蹄
木
孝
㌧
郎
第
七
代
市
長
就
焦
　
　
　

ろ
編

　
　
　
昭
和
五
二
年
　
　
　
　
　
　
　
し
昭

◎
一
月
／
福
岡
公
民
館
新
築
移
転
。
◎
二
月
／
東
北
新
幹
線

新
白
石
駅
（
仮
称
）
駅
舎
工
事
起
工
。
◎
四
月
／
社
会
福
祉
法

人
陽
光
園
を
南
部
山
に
新
設
開
園
。
／
銭
谷
周
治
郎
商
工
会

議
所
会
頭
死
去
。
◎
九
月
／
白
石
バ
イ
パ
ス
北
部
分
（
深
谷

八
斗
蒔
～
国
道
一
一
三
号
交
差
地
点
ま
で
二
四
〇
〇
m
）
開

通
。
◎
一
一
月
／
第
一
回
農
業
祭
開
く
。

　
　
　
昭
和
五
三
年

◎
一
月
／
小
原
公
民
館
開
館
。
◎
二
月
／
午
後
一
時
三
七
分
、

震
度
四
の
中
震
あ
り
、
建
材
家
具
商
品
な
ど
被
害
。
／
福
岡

中
学
校
校
舎
新
築
落
成
。
◎
六
月
一
二
日
／
午
後
五
時
一
五

分
「
宮
城
県
沖
地
震
」
お
こ
る
。
震
度
五
の
強
震
で
当
市
内

死
者
二
、
重
傷
六
、
軽
傷
二
三
、
家
屋
全
壊
二
、
半
壊
二
二
。

そ
の
他
屋
根
瓦
、
土
蔵
塀
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
な
ど
多
数
。

と
く
に
県
住
宅
供
給
公
社
造
成
の
緑
ヶ
丘
分
譲
地
で
土
砂
流



出
の
大
被
害
あ
り
。
◎
六
月
／
公
立
刈
田
綜
合
病
院
新
病
棟

落
成
（
一
七
〇
床
、
総
工
事
費
｝
○
億
八
O
O
万
円
）
。
◎
一

一
月
一
，
百
／
市
制
施
行
二
五
周
年
記
念
式
典
。
市
民
憲
章
・

市
の
木
（
ブ
ナ
）
市
の
花
（
ヤ
マ
ブ
キ
）
・
市
の
鳥
（
ウ
グ

イ
ス
）
制
定
。
◎
一
一
月
／
国
道
二
三
号
小
原
地
内
通
称

地
獄
沢
に
て
早
朝
土
砂
崩
れ
。
七
人
埋
没
死
亡
す
る
。

　
　
　
昭
和
五
四
年

◎
二
月
／
最
後
の
映
画
館
・
白
石
文
化
劇
場
閉
館
。
◎
四
月

／
白
石
市
地
方
卸
売
市
場
（
長
袋
）
業
務
開
始
。
◎
五
月
／
！

白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成
。
◎
九
月
／
国
道
四
号
白
石
バ

イ
パ
ス
全
面
開
通
。
◎
一
〇
月
／
南
中
・
大
鷹
沢
中
・
白
川

中
・
福
岡
中
給
食
開
始
。

　
　
　
昭
和
五
五
年

◎
一
月
・
益
岡
公
園
整
備
五
ヶ
年
事
業
ス
タ
ー
ト
。
◎
一
一

月
／
関
谷
宗
【
第
八
代
市
長
就
任
。

　
　
　
昭
和
五
六
年

◎
四
月
　
白
石
消
防
署
新
庁
舎
完
成
。
／
ゴ
ミ
焼
却
場
（
弥

治
郎
）
完
成
本
格
始
動
。
◎
七
月
／
大
鷹
沢
農
工
団
地
造
成

工
事
ス
タ
ー
ト
。
◎
九
月
／
束
北
新
幹
線
の
試
験
車
発
進
式

（
白
石
蔵
王
駅
）
。
◎
一
〇
月
／
公
立
刈
田
綜
合
病
院
に
C

T
ス
キ
ャ
ナ
導
入
。

　
　
　
昭
和
五
七
年

◎
一
月
／
中
央
公
民
館
が
落
成
。
◎
六
月
二
三
日
／
東
北
新

幹
線
「
白
石
蔵
王
駅
」
開
業
。
◎
七
月
．
／
白
石
J
C
と
登
別

J
C
と
が
姉
妹
提
携
。
◎
八
月
二
日
／
第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
南
蔵
王
山
麓
で
開
催
。
◎
一
一
月
／
公
立
刈
田
綜
合

病
院
創
立
百
周
年
記
念
式
。

　
　
　
昭
和
五
八
年

◎
四
月
／
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
市
内
小
中
学
校
完
全

給
食
と
な
る
。
◎
七
月
／
白
石
蔵
王
駅
に
温
麺
の
館
オ
ー
プ

ン
。
◎
八
月
／
銀
行
・
郵
便
局
が
毎
月
第
二
土
曜
日
休
業
と

な
る
。
◎
一
〇
月
／
白
石
蔵
王
駅
利
用
客
五
〇
万
人
を
突
破
。

◎
一
〇
月
二
六
日
／
／
登
別
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
調
印
式
。
◎

一
一
月
／
市
制
三
〇
周
年
記
念
式
典
。
／
七
ヶ
宿
ダ
ム
起
工

式
。プ

に
依
頼
。
◎
四
月
／
白
石
市
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
。

・
大
平
小
学
校
が
落
成
。
／
・
東
中
学
校
が
開
校
。
／
鎌
先
温

泉
橋
渡
り
初
め
式
。
◎
五
月
〆
広
報
し
ろ
い
し
B
5
版
か
ら

A
4
版
と
な
る
。
◎
七
月
／
・
白
石
中
学
校
第
一
期
工
事
に
着

手
。
◎
八
月
・
パ
ソ
コ
ン
実
験
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。
◎
九

月
／
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画
（
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
）
を
策

定
。
◎
一
〇
月
ノ
川
井
貞
一
無
投
票
当
選
。
◎
一
一
月
／
〆
第

一
〇
代
市
長
就
任
。

　
　
　
昭
租
湘
四
年
甥
ヒ
平
成
元
年

◎
三
月
／
白
石
中
学
校
第
一
期
工
事
が
完
了
。
／
国
道
一
一

三
号
小
原
温
泉
ト
ン
ネ
ル
開
通
。
◎
七
月
／
白
石
中
学
校
第

二
期
工
事
に
着
手
。
◎
八
月
．
／
天
王
工
業
団
地
造
成
工
事
着

手
。
、
・
白
石
駅
前
駐
車
場
オ
ー
プ
ン
。
◎
一
〇
月
／
仙
南
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
運
転
開
始
。
◎
一
一
月
／
仙
南
広
域
農

道
西
線
の
工
事
開
始
。
／
ミ
ド
リ
安
全
工
業
が
天
王
工
業
団

地
に
進
出
を
決
め
、
市
土
地
開
発
公
社
と
売
買
契
約
結
ぶ
。

　
　
　
平
成
二
年

◎
三
月
／
新
白
石
駅
前
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
竣
工
。

◎
四
月
／
奥
州
街
道
ふ
れ
あ
い
の
館
、
白
石
中
学
校
校
舎
が

落
成
。
〆
・
白
石
川
緑
地
親
水
芝
生
広
場
、
岩
崎
公
園
庭
球
場

が
オ
ー
プ
ン
。
。
／
市
役
所
第
二
・
第
四
土
曜
日
閉
庁
と
な
る
。

◎
七
月
／
白
石
駅
前
自
転
車
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン
．
◎
八
月

一
日
～
二
〇
日
、
／
宮
城
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
登
山
大
会
開
催
。
白

石
女
子
高
、
白
石
工
業
高
が
優
秀
校
に
入
る
。
◎
一
〇
月
／

白
石
城
三
階
櫓
発
掘
調
査
始
ま
る
。

　
　
　
平
盛
一
，
牢

◎
一
月
／
〆
市
民
温
泉
プ
ー
ル
建
設
工
事
に
着
手
。
◎
三
月
、
ノ

財
団
法
人
・
白
石
市
文
化
体
育
振
興
財
団
を
設
立
。
◎
四
月

／
水
芭
蕉
の
森
が
開
園
。
．
／
’
益
岡
公
園
野
球
場
・
テ
ニ
ス
フ

ー
ト
照
明
工
事
が
落
成
。
◎
五
月
．
／
古
典
芸
能
伝
承
の
館
が

落
成
・
こ
け
ら
落
と
し
。
◎
六
月
／
米
輸
入
自
由
化
反
対
自

治
体
宣
言
を
市
議
会
で
可
決
。
◎
六
月
、
／
斎
川
小
学
校
改
築

工
事
、
水
と
石
と
の
語
ら
い
の
公
園
（
材
木
岩
公
園
）
が
完

成
。
／
新
幹
線
東
京
乗
り
入
れ
記
念
式
典
。
◎
七
月
、
／
斎
川

が
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
河
川
に
指
定
。
◎
九
月
／
白
石
市

むが家のz～ゴドルも

　　　こんなに大きく

　　　　なりました。

　
「
広
報
し
ろ
い
し
」
も
い
ろ
い
ろ
な

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
市
民
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
数
あ
る
コ
ー
ナ
ー
の
中
で
「
わ
が
家

の
ア
イ
ド
ル
」
は
、
昭
和
五
十
五
年
一

月
号
（
二
四
六
号
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

か
れ
こ
れ
十
一
一
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
四
百
号
を
記
念
し
、
わ
が
家

の
ア
イ
ド
ル
第
一
番
目
の
菊
地
忠
幸
君

と
二
番
目
の
遠
藤
稚
子
さ
ん
に
再
び
登

場
し
て
も
ら
い
ま
す
。

12年前

“

　バスケットの練習に余念が

ない忠幸君は、東中学校バス

ケット部の1年生。ちょっぴ

り照れやですが、「やるときは

やる！」と男らしい性格の持

ち主。持ち前の根性で早くレ

ギュラーを獲得してね。

醜

蔦’

12年前

＿▼

3

輝けバスケットの星

　　菊地忠幸君
　　　（大鷹沢・旧歳）

先生になりたい
　　　わか　　こ
遠藤稚子さん

　　（越河・13歳）

短■．

、
ぎ
．
罫

寸
、

誌

へ

　稚子さんは、南中学校吹奏

楽部でバスを担当しています。

趣味はピアノとイラストを書

くこと。特にピアノは幼稚園

のころから習い始め、今でも

毎日練習を欠かしません。先

生になりたいという夢がかな

うといいですね。

懸
畔

旧
一

聴
輪

▲昭和3B年に解体された白石町公会堂

〔
避
騨
顯 ＿．アρ牙

▲昭和53年宮城県沖地震で大きな被害

「蓼
急

5
ド

　　1

瞬

▲昭和50年浩宮様が手すき和紙見学

▲昭和5B年登別市と姉妹都市盟約

　
　
　
昭
和
五
九
年

◎
㎝
月
／
森
合
雁
狩
橋
線
高
架
橋
起
工
式
。
◎
二
月
／
柳
町

・
本
郷
踏
切
無
人
化
。
◎
三
月
／
白
石
川
緑
地
公
園
整
備
事

業
ス
タ
ー
ト
。
◎
七
月
／
広
報
し
ろ
い
し
三
百
号
と
な
る
。

◎
七
月
二
七
日
．
／
第
一
回
シ
ニ
ア
ス
カ
ウ
ト
大
会
南
蔵
王
で

開
催
。
◎
一
一
月
一
四
日
／
川
井
貞
一
第
九
代
市
長
就
任
。

◎
一
二
月
／
北
白
川
・
越
河
両
駅
が
無
人
化
。

　
　
　
昭
和
六
〇
年

◎
七
月
／
／
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
無
料
と
な
る
。
◎
一
〇
月
／

白
石
川
緑
地
野
球
場
が
オ
ー
プ
ン
。
◎
一
一
月
・
’
白
石
蔵
王

駅
前
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
除
幕
。
，
白
石
市
・
登
別
市
親
善
交
流

会
を
設
立
。
◎
こ
の
年
、
ト
ー
キ
ン
白
石
、
栄
レ
ー
ス
、
サ

ン
グ
リ
ー
ン
、
ワ
コ
ー
エ
レ
タ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
日
東
粉
化
工

業
が
進
出
。
／
こ
の
年
、
白
石
市
入
口
四
二
、
二
六
二
人
、
世

帯
数
二
、
一
三
六
．
　
　
　
　
　
　
語
年

　
　
　
蟹
型
ぺ
蚕
　
　
　
　
　
　
　
　
物
眼

◎
四
月
．
安
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
に
仙
南
地
域
が
指
竃
「
市
営
年
　
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
ζ
日

授
産
所
を
廃
止
し
、
福
祉
作
業
所
や
ま
ぶ
き
園
を
設
置
。
◎
3
・

←

吾
／
鈴
奎
郎
元
市
長
雲
蔑
王
幻
の
湿
原
副
臨

位
置
を
確
認
◎
七
月
／
白
石
第
工
。
同
架
橋
が
開
潭
．
鐘
ろ
．
稀

藤
参
議
院
議
員
が
法
務
大
臣
で
入
閣
．
◎
八
月
二
日
i
百
し
’
昭

ノ
〆
第
九
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
南
蔵
王
で
開
催
。
◎
八
月

．
〆
東
中
学
校
工
事
に
着
手
。

　
　
　
昭
和
六
一
一
年

◎
二
月
二
八
日
、
．
f
大
平
小
学
校
校
舎
が
全
焼
。
◎
四
月
／
深

谷
工
業
団
地
造
成
工
事
に
着
手
。
／
／
宮
城
県
不
忘
園
が
開
園
。

◎
五
月
／
独
眼
竜
政
宗
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
白
石
春
ま
つ
り
に

西
郷
輝
彦
が
参
加
。
◎
七
月
、
’
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場

が
開
場
。
／
市
内
電
話
局
番
2
ケ
タ
に
な
る
。
◎
九
月
／
大

平
小
学
校
校
舎
工
事
に
着
手
。
／
東
中
学
校
体
育
館
工
事
に

着
手
。
◎
九
月
六
日
／
第
一
回
み
や
ぎ
蔵
王
高
原
マ
ラ
ゾ
ン

大
会
を
開
催
。
◎
一
〇
月
／
白
石
川
緑
地
陸
上
競
技
場
が
オ

ー
プ
ン
。
／
第
一
回
蔵
王
サ
ミ
ッ
ト
開
催
。

　
　
　
昭
和
六
三
年

◎
二
月
／
白
石
城
復
元
の
た
め
の
基
本
構
想
を
学
者
グ
ル
ー

が
ゆ
と
り
創
造
宣
言
都
市
に
指
定
。
／
白
石
市
松
竹
梅
福
祉

基
金
条
例
を
制
定
。
◎
九
月
／
白
石
市
鷹
巣
土
地
区
画
整
理

事
業
が
認
可
。
◎
一
一
月
．
．
／
海
老
名
市
と
友
好
都
市
提
携
。

／
東
北
学
お
こ
し
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
白
石
市
で
開
催
。

　
　
　
平
成
匹
，
年

◎
二
月
／
白
石
駅
前
に
鐘
楼
建
立
。
◎
三
月
／
ソ
ニ
ー
と
の

公
害
防
止
協
定
に
調
印
。
／
ソ
ニ
ー
白
石
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

第
二
事
業
所
竣
工
。
◎
四
月
／
市
民
農
園
が
開
園
。
　
／
白
石

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
城
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

落
成
。
／
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
る
。
◎
五
月
〆

白
石
中
学
校
柔
剣
道
場
が
落
成
。
◎
五
月
二
八
日
　
ス
パ
．

シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し
が
落
成
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
。

◎
七
月
／
小
原
小
学
校
が
落
成
。
／
／
小
原
中
学
校
建
築
工
事

始
ま
る
。
◎
九
月
／
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
で
宮
城
県
高
校
新

へ
水
泳
大
会
開
催
／
国
道
四
号
バ
イ
バ
ス
に
大
型
店
開
宵
語
蓋
年

◎
5
月
四
日
／
白
石
城
復
元
工
事
安
全
祈
願
弩
自
石
物
鵬

川
緑
地
公
園
完
肇
◎
一
・
月
二
育
所
昔
ハ
一
無
投
脾
、
一
、
囁

票
当
選
．
◎
5
月
三
百
～
二
月
四
日
〆
全
国
生
涯
学
3
．
ぐ

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
白
石
市
ほ
か
で
開
繹
◎
二
月
／
ル
准
年
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平
成
三
年
度
の
市
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
行

わ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
台
所
は
決
し
て
裕
福
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
三
年
度
も
限
ら
れ
た

お
金
を
有
効
に
使
っ
て
、
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
決
算
は
市
の
家
計
簿
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
、
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
な
ど
が
い
く
ら
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。　

今
月
号
で
は
、
平
成
三
年
度
の
各
会
計
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

－
』

『一

慧灘灘雛麟
懲
、

　
平
成
三
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

収
入
（
市
に
入
っ
た
お
金
）
が
百
四
十

八
億
六
千
三
百
七
十
万
円
で
、
支
出
（
市

が
使
っ
た
お
金
）
が
百
四
十
四
億
四
千

七
百
二
十
七
万
円
で
し
た
。
差
し
引
き

で
四
億
一
千
六
百
四
十
三
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
、
こ
の
う
ち
一
億
五
千
八

百
万
円
は
基
金
に
積
み
立
て
、
残
り
は

平
成
四
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
収
入
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
の
は
、
市
税
で
賄
い
き
れ
な
い
財

源
の
不
足
分
を
補
う
た
め
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
た
地
方
交
付
税
で
四
十
三
億
二

千
七
百
六
十
九
万
円
で
し
た
。

　
次
に
多
い
の
が
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
市
税
で
す
。
こ
の
市
税
は

固
定
資
産
税
、
市
民
税
、
都
市
計
画
税
、

た
ば
こ
税
な
ど
で
三
十
六
億
七
千
三
百

七
十
五
万
円
（
全
収
入
の
二
四
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
税
の
中
で
は
、
固
定
資
産
税
、
市

民
税
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
合
わ
せ
て

三
十
二
億
一
千
九
十
八
万
円
で
、
市
税

全
体
の
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を

使
っ
た
の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
の
一
般
会
計
の
中
で
、
最
も
多
く

支
出
し
た
の
は
教
育
費
で
、
四
十
八
億

五
千
七
百
十
三
万
円
（
全
支
出
の
三
三

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
と
比
べ
る
と
十
四
億
七
千
万
円
ほ

ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
お
も
に
五
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
の

建
設
や
小
原
小
学
校
の
校
舎
等
の
建
設

費
な
ど
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
施
設

の
整
備
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
一
般
事
務
費
や
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
積
立
金
な
ど
（
総
務
費
）
に
二

十
億
七
千
三
十
四
万
円
、
市
道
や
都
市

計
画
街
路
等
の
整
備
（
土
木
費
）
に
十

七
億
七
千
三
百
九
十
万
円
、
老
人
福
祉

や
乳
幼
児
医
療
費
、
保
育
所
等
の
経
費

（
民
生
費
）
に
十
六
億
一
千
百
五
十
四

万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
を
市
民
一
人
当

た
り
で
み
る
と
、
約
三
十
四
万
円
を
使

っ
た
こ
と
に
な
り
、
｝
世
帯
当
た
り
に

す
る
と
約
百
二
十
五
万
円
を
支
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
納
め
ら
れ
た

税
金
は
、
一
世
帯
当
た
り
約
三
十
二
万

円
、
一
人
当
た
り
で
は
八
万
七
千
円
余

り
を
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
平

成
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
四
万

二
千
三
十
人
と
世
帯
数
一
万
『
千
五
百

六
十
九
人
で
計
算
）
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平成3年度決算

□

固定資産税　　3B，380円

市民税　38，017円
都市計画税　　4，340円

市たばこ税　　4，225円

軽自動車税など2，4娼円

辮顕
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49，259円
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18，049円

8，347円
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林

総
衛
公
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商
そ

上水道事業会計十≡一
口

会

収益的収入及び支出
収入　8億2，138万円

支出　7憶　719万円
資本的収入及び支出
収入　　　　360万円

支出　2億　233万円

老人保健

ヤ
し

3
も
、　蒲

　呈
　ユミ

oO
241、意　665万円

231，意3，548万円
入
出

収
支

地方卸売市場事業

　
●
げ

（
．

7

2，407万円

2，407万円
入
出

収
支

特　　別
下水道事業

」
。

O
o

箋⑧
14億1，853万円

14億1，853万円
入
出

階
収
支

国民健康保険

ρ
。

二

一
一

22億8，619万円

211，意8，283万円
入
出

収
支



　ヘ 　　　　　　　　

緬麟公立刈騰舗院の舗事惰
をぶぬゆユロワも　ヨ

t＿一」　　　　　　　　　　　　　　　闘麟

厳しい財政事情でも

一層医療サービスの向上を目指します

　
患
者
の
皆
さ
ん
か
ら
支
払
っ
て
い
た

だ
く
診
療
料
金
は
、
病
院
の
台
所
を
支

え
る
中
心
で
あ
り
、
診
療
部
門
は
病
院

経
営
の
柱
で
す
。
平
成
三
年
度
は
、
診

療
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
C
T
ス

キ
ャ
ナ
ー
・
自
動
化
学
分
析
装
置
・
高

圧
蒸
気
滅
菌
装
置
・
多
人
数
用
三
液
混

合
透
析
液
自
動
供
給
装
置
な
ど
五
十
件

の
医
療
機
器
を
買
っ
た
り
取
り
変
え
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道
工
事
を

行
い
、
市
の
公
共
下
水
道
に
つ
な
げ
ま

し
た
。

　
さ
て
、
患
者
数
は
、
感
染
症
患
者
が

続
発
す
る
と
い
う
思
っ
て
も
み
な
い
こ

と
が
お
こ
り
、
平
成
二
年
度
と
比
較
し

て
、
入
院
患
者
数
は
四
千
七
十
九
人
も

減
少
し
ま
し
た
が
、
外
来
は
三
千
七
百

二
十
七
人
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果

収
入
は
三
十
七
億
三
千
四
百
八
十
四
万

二
千
円
で
、
一
方
支
出
は
三
十
九
億
八

千
七
百
五
十
四
万
二
千
円
と
な
り
、
二

億
五
千
二
百
七
十
万
円
の
赤
字
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ど
う
し
た
ら
病

院
が
良
く
な
る
の
か
を
考
え
る
た
め
、

院
内
に
「
経
営
改
善
推
進
委
員
会
」
を

設
置
し
、
各
外
来
の
診
療
開
始
時
間
を

八
時
三
十
分
に
し
た
り
、
内
科
外
来
で

再
来
患
者
の
予
約
制
を
導
入
し
て
、
待

ち
時
問
の
イ
ラ
イ
ラ
を
で
き
る
だ
け
解

消
し
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
診
療
機
能
の
整
備
や
駐

車
場
の
拡
張
、
職
員
の
心
を
こ
め
た
応

対
な
ど
を
行
っ
て
、
地
域
医
療
の
中
核

病
院
と
し
て
、
患
者
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

病
院
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

匡”一蒐
　　　蓋

｝
蚤
じ
画
、

酢

』　　　　　
　　n　　　　　　　　　一　一

　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　セロ　　　ド　　コー　　’げ　　　感態
』鷹臨畿劇㎎響h

r’圏
器1イ

，
隔
酉

商
6
，

ま
ド
ペ

　
　

欝い毫曾一＿

r
．
墨

…
『

二
靴

、
騒

一
．
一
訂

〃＝
琢

．
鵡
、
・

　　　　　　（万人〕
2345678910

　
2

　
3

　
4

　
5

　
6

　
7

〉
8

人
9

万
0

88，417人

21，135人医壷國

TI延べ233，822人
13，561人1日平均787入

28，294人8，483川『整形外科
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787239782250771253776249768249

　
牡
入

　
平
（

　
日

0

87、30091，37592，29991，03490，958

233，822230，095228，160229，776229，520

3．734，8423，740，8213，589，5793，397，4473，285，822

年延ス、院
，慰者数1入1

年延外来
患者数1劫

収入汗陶

3，987，5423，817，6483，620，3213，367，7063，168，554支出1千円〕

平成3ワ
自成平平成元昭和63日召和62年度

㈱ゆうせん白石放送所に勤めて5年目にな

寵．論
希望のリタエストにお

に所属しています。相

での応対のため、お客

明るさを忘れないよう

‘躍（

㈱ゆうせん放送

吉野由美子さん

　（25歳・白石）

　私はお客様からのご希望のリタエストにお

応えする、放送第一課に所属しています。相

手の顔が見えない電話での応対のため、お客

様に対しての緊張感と明るさを忘れないよう

に努めています。

　好きな音楽を通し、雄大な山や川、きれい

な草花に囲まれ、人情豊かな人々が住んでい

る白石で、たくさんのお客様と接することが

できることを何よ1）も幸せに思っています。

　今以上に住みよい街になるよう、一市民と

していろいろな事に協力できればと思います。

毒嘩　「一ご亘　ぐ丁

　　　　　一

　「風の小屋」へどうぞ／

津村節子さん
　　　（福岡川原子）

ぎ
轟
麗
学
習

癖
冨
遡
難

　昨年12月、川原子にログハウスができまし

た。風の小屋といいます。南蔵王高原1・2

　3の会（会長1津村経夫）がつくりました。

身障者と健常者、お年寄1）から若い方まで、

男女を問わずいろいろな立場の方々とふれあ

いを持ち、お互いに理解を深めています。

　山小屋を使ってあなたの特技を生かしたイ

ベントを企画してみませんか。会では今、会

員を募集しています。

◎問い合わせ先　奮24－8255津村経夫

マイサークル、白石の自然は今月は休みです

｝
一
㎜
園
幽
川
股
兵
三
選

”心
若
く
逝
き
し
息
子
が
常
に
引
き
し
辞
書
表
紙
は
剥
れ

一
｛
色
も
燧
せ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

心
菜
を
洗
ふ
水
の
冷
た
き
厨
辺
の
片
隅
に
鳴
く
虫
の
音

皿
｛
わ
び
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
敏
子

皿一
畑
隅
に
い
で
し
茗
荷
を
摘
み
と
り
て
き
ざ
む
厨
に
秋

一
の
香
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

μ蓋
に
焚
く
松
を
一
杯
に
割
り
置
き
し
夫
は
病
む
こ
と

炬
予
測
せ
し
が
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

暉
な
ら
び
立
つ
と
う
も
ろ
こ
し
の
い
ち
早
く
長
き
葉
垂

心
れ
て
秋
の
風
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

【
輩
昼
過
ぎ
の
庭
の
日
溜
り
に
う
づ
く
ま
る
猫
の
背
に
散

心
る
萩
の
花
び
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

ヌ

『
、
芒
穂
は
風
に
な
び
き
て
休
耕
田
の
畦
を
通
る
に
虫
の

　
↑
p
ー
ー
し
ー
　

旨
■
ー
…

ー

鳴
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

サ
ル
ビ
ヤ
が
真
赤
に
燃
ゆ
る
真
夏
日
に
今
年
も
行
け

ぬ
と
遠
き
娘
の
便
り
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

帰
省
せ
し
や
か
ら
と
平
和
を
語
り
つ
つ
す
い
と
ん
を

食
む
終
戦
の
日
に
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

歳
月
の
流
れ
は
早
く
夫
逝
き
て
三
た
び
の
お
盆
の
迎

え
火
を
焚
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

「
評
」
　
一
首
目
、
若
く
逝
っ
た
息
子
が
愛
用
し
た
辞

書
が
色
も
槌
せ
古
び
た
の
を
見
て
、
哀
れ
む
親
の
心
情

が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
さ
れ
心
を
う
つ
作
品
。

二
、
三
首
目
、
共
に
し
の
び
寄
る
秋
を
「
菜
を
洗
ふ
水

の
冷
た
さ
」
に
感
じ
、
ま
た
「
茗
荷
の
香
り
」
に
歌
心
を

湧
か
せ
る
。
心
を
澄
ま
す
こ
と
に
よ
り
歌
は
生
れ
る
。

國
幽
鈴
木
i
選

三
万
食
賄
う
鍋
の
芋
煮
会
　
　
　
　
　
高
橋
　
正
雄

空
蝉
と
な
り
ゆ
く
刻
を
見
守
れ
り
　
　
佐
藤
　
周
子

農
協
の
手
拭
冠
る
案
山
子
か
な
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯

高
原
に
憩
へ
ば
山
の
冷
気
満
つ

踏
ま
れ
て
も
露
草
瑠
璃
の
彩
咲
か
す

名
月
や
思
ひ
は
過
去
の
こ
と
ば
か
り

宿
題
の
観
察
日
記
鳳
仙
花

一
葉
落
ち
変
り
し
風
の
膚
ざ
は
り

一
椀
の
芋
汁
う
ま
し
今
日
の
月

三
浦
愛
嶺

日
下
　
文

近
内
キ
ヨ

鈴
木
民
子

暑
き
日
の
み
み
ず
干
か
ら
び
く
の
字
な
す

「
評
」
一
句
目
、
三
万
食
も
煮
ら
れ
た
と
い
う
大
芋

煮
会
で
あ
る
。
秋
の
風
景
。
二
句
目
、
刻
々
ぬ
け
が

ら
と
な
る
光
景
を
見
守
っ
て
い
る
作
者
。
三
句
目
、

い
ろ
い
ろ
な
案
山
子
が
立
ち
は
じ
め
た
。
農
協
の
手

拭
い
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

〇
十
一
月
例
会
は
、
二
十
二
日
（
日
）
中
央
公
民
館
で

行
い
ま
す
。図

鈴
木
誤
差
選

チ
ン
と
鳴
り
手
抜
き
の
料
理
で
る
速
啓
草
野
　
　
清

ク
ラ
ス
会
寝
床
に
入
り
又
し
ゃ
べ
る
　
米
沢
　
礼
子

若
桑
げ
ん
じ

川
村
静
恵

高
子
橘

補
聴
器
へ
従
軍
話
で
今
日
も
暮
れ
　
　
斎
藤
　
平
吉
一

終
電
車
今
日
の
ス
ト
レ
ス
か
き
集
め
　
佐
藤
　
武
雄
い

渡
り
鳥
異
常
気
象
に
惑
わ
さ
れ
　
　
　
堤
　
　
歳
雄
～

三
歳
児
買
う
お
菓
子
に
も
消
費
税
　
　
宍
戸
　
　
広
　

独
り
言
道
づ
れ
に
し
て
年
重
ね
　
　
　
大
沼
　
妙
子

バ
ブ
ル
崩
壊
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
人
の
渦
小
野
嘉
津
子

友
と
会
い
話
を
す
る
が
名
を
忘
れ
　
　
近
内
　
キ
ヨ

五
日
制
子
ど
も
と
時
間
も
て
余
し
　
　
近
江
孫
太
郎
一

「
評
」
　
一
句
目
、
手
抜
な
ど
す
る
気
は
無
い
の
で
す
　
一

が
、
レ
ン
ジ
を
使
う
と
あ
っ
と
言
う
間
に
。
二
句
目
、
胃
．

ア
ゴ
が
疲
れ
る
ほ
ど
に
、
夜
を
徹
し
て
語
る
楽
し
三

三
冒
、
本
当
は
聞
き
た
－
な
い
海
外
派
兵
の
話
嬰

で
す
が
、
今
日
も
そ
の
話
で
日
が
暮
れ
ま
す
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
）

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
『
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

、
、
勤
一



　
過
日
、
漢
代
の
緑
粕
の
小
壷
に
出
会
っ
た
。
発
　
　
呑
な
ど
、
機
能
性
を
無
心
に
追
求
し
て
い
く
中
で

掘
品
で
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
銀
化
も
せ
ず
バ
ラ
　
　
素
晴
ら
し
い
美
が
生
ま
れ
た
。
無
名
の
工
人
の
凄

ン
ス
の
と
れ
た
見
事
な
壺
で
、
近
年
ま
で
は
博
物
　
　
さ
は
そ
こ
に
あ
り
、
現
役
の
作
家
が
と
ん
で
も
な

館
で
し
か
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
値
段
を
つ
け
て

た
品
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
の
は
堕
落
で

骨
董
屋
の
お
や
じ
さ
ん
が
ぽ
や
　
　
　
　
ク
　
　
　
さ
え
あ
る
．

い
て
一
一
一
一
口
っ
た
．
「
私
た
ち
は
、
か
　
　
　
　
一
　
翻
　
ウ
ィ
ー
ン
の
ユ

つ
て
、
こ
留
つ
釜
毒
物
館
　

卜
」
－
ゲ
ン
ト
・
シ
ュ

や
図
鑑
で
し
か
境
る
こ
と
が
で
き
　
　
の
ぎ
馬
テ
ー
－
ル
、
パ
ー

と
い
っ
た
作
家
の
名
品
が
並
ん
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
た
。
し
か
し
、

い
る
。
た
だ
し
、
高
す
ぎ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ

　
「
用
の
美
」
を
唱
え
た
の
は
柳
宗
悦
で
あ
り
、
　
　
1
工
芸
家
た
ち
が
、
手
づ
く
り
で
良
心
的
な
仕
事

河
井
寛
次
郎
以
下
の
作
家
は
、
そ
の
旗
印
の
下
に
　
　
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
つ
く
り
出
さ
れ

集
ま
っ
た
人
達
で
あ
る
。
皿
や
鉢
、
徳
利
や
ぐ
い
　
　
る
作
品
は
個
性
化
し
、
芸
術
的
な
作
品
と
な
っ
て

い
っ
た
。

　
世
紀
末
の
工
芸
が
見
事
な
輝
き
を
見
せ
な
が
ら
、

わ
ず
か
二
十
年
程
の
寿
命
し
か
持
ち
得
な
か
っ
た

の
は
、
大
衆
と
の
遊
離
に
あ
る
。

　
丸
森
町
の
大
蔵
山
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
石
を
刻

ん
で
い
る
若
い
彫
刻
家
が
い
る
。
明
地
信
之
氏
と

い
い
、
第
三
回
東
京
野
外
現
代
彫
刻
展
で
大
賞
を

と
っ
た
作
家
で
あ
る
。
先
日
、
泥
か
ぶ
り
石
で
造

っ
た
彫
刻
を
見
て
、
何
と
も
言
え
な
い
懐
か
し
さ

螺
曙
、
説
覧
覗
．
臥
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
ぞ
㌧
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
、
ス
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
≒
　
～
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
、
許
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士

　
　
　
　
、
評
豊
』
　
鐸
眉
樹

欄
麟
、
靴
薄
．
聡
娠

醗
鐵
鋼
．
撫

い顧術き　美豊器　　　　　　　　　rよ＿れ展を
。だ品嫌美術かのそてでてつ今て昔馬木う河たに感

じ
た
。
こ
の
作
品
は
第
四
回
東
京
野
外
彫
刻

搬
入
さ
れ
、
審
査
委
員
か
ら
大
き
く
評
価
さ

と
聞
い
た
。
題
を
「
木
浴
田
薯
・
を
声
ヨ
房

馬
）
」
と
い
う
。
説
明
の
句
を
引
用
し
て
み

々
の
間
か
ら
光
ふ
り
そ
そ
ぐ
川
面
で
、
河
…
，
，
藩

の
親
子
が
水
浴
び
を
し
て
い
ま
す
。

：
・
：
河
馬
の
祖
先
は
森
の
中
で
く
ら
し

い
た
そ
う
で
す
。

で
も
彼
ら
は
夜
に
な
る
と
、
水
か
ら
あ
が

て
草
原
ま
で
何
㎞
も
の
道
の
り
を
移
動
し

い
ま
す
。

も
、
こ
こ
は
ア
フ
リ
カ
の
水
辺
だ
と
思
っ

下
さ
い
。

し
て
触
っ
て
野
性
を
感
じ
て
み
て
下
さ
い
己

中
に
凝
縮
さ
れ
た
美
も
良
い
。
し
か
し
、
緑

な
環
境
の
中
で
育
つ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

も
素
晴
ら
し
い
。

と
か
芸
術
と
か
は
、
畢
寛
す
る
に
個
人
の
好

い
の
問
題
で
あ
る
。
ど
ん
な
定
評
の
あ
る
美

で
あ
ろ
う
と
、
き
ら
い
な
入
に
と
っ
て
は
一

に
値
し
な
い
。
む
ず
か
し
い
。
だ
か
ら
面
白

みなさんからの素敵な，

情報を待ってます

稲刈り、もちつき楽しいね

　　　　一1覇賦｛、萎

10月4日、八宮分校前において、

「どろんこ農園収穫祭」が行われま

した。

参加したのは、南蔵王山ろくの五

つの分校の子供たちと父母、教師15Q

人。この農園は、農作物の収穫によ

る交流の場としてP　TAが共同で設

けたものです。

昨年までは大根の収穫を行ってい

ましたが、今年は初めて稲刈F）に桃

戦しました。ほかに、もちつきやク

イズも楽しみました。

、凄

》　》

繍

鼠

4’載　、
誉　．鴨’

　　ンハ轟．　、勤砺、血

復元に向けていよいよ着工

麗曙2直

10月4日、白石城跡で白石城復元

工事の安全祈願祭が行われ、川井市

長をはじめとする市関係者、設計監

修担当の平井聖・昭和女子大学教授

ら約80入が出席し、工事の安全を祈

1）ました。

　　　　　　　・2・
諸
蜷
翻
悪

毒；悩融　
　　　　　　　　ll

復元される白石城（三階櫓）は木

造三階建てで、高さは石垣を含め16

メートル．国内産のヒノキ、ヒバ、

阿武隈山系の石材を使用し、往時に

近い姿で復元されます。

完成は三階櫓が94年10月、大手門

を含めすべてが完成するのが95年3

月になる予定です。

まちかど・ズrム，八’！1
　　友好都市

　　　　　h思▼』　落礁～1醗鱒り・　　　　　　　一・

白石川緑地公園野球場で10月11日、

海老名市内の少年野球選抜チームと

白石選抜チームとの交流試合が行わ

れました。

前日に着いた選手たちは、白石野

球チームの家庭にホームステイ。ア

ットホームな歓迎を受けて翌日の試

合にのぞみました。

対戦前に握手を交わした後、川井

市長の始球式でプレーボール。結果

は2試合戦って1勝1敗。試合後は

スパッシュランドで汗を流しました。

9月15日に行われた第6回みやぎ

蔵王高原マラソン大会に、海老名市

から谷口寿人さん、佐々木信雄さん

が初出場しました。

10km50歳以上の部に出場した谷口

さんは見事3位入賞。「50の手習い

で走1）始め、今では年に18回の大会

に参加しています。アップダウンが

得意なので、このコースは私に合っ

ていたのでしょう。ぜひ来年も参加

したい」と好記録を喜んでいました。

交通安全はきれいな道路から

白石地区交通安全協会白石支部の

会員ら50人による空き缶拾い、名づ

けて「ペレストロイ缶」運動が9月

25日、斎川の国道4号休憩所周辺で

行われました。

雨模様にもかかわらず会員たちは、

空き缶やごみを懸命に拾い集めたケ）、

「ポイ捨てごめん」と書かれたプラ

カードを手にもち、ドライバーにマ

ナーの改革（ペレストロイカ）を呼

びかけました。

しかし、こんなにたくさんのごみ

が無責任に捨てられているなんて、

皆さんどう思いますか。

9月29日、市内の高齢者68名にシ

ルバー交通安全指導隊員として、市

長・警察署長・交通安全協会長の連

名による委嘱状が交付され、シルバ

ー交通安全指導隊が発足しました。

隊員は、毎月1日・15日の県民交

通安全の日の街路啓発活動に参加す

るほか、家庭訪問による交通安全思

想の普及を行うなど、高齢者による

高齢者の交通事故防止を目的に、交

通安全の推進に努めます。

　　　　　　　　紘、，　一璽　　　　　　　　き　1隅　　　　　　　　 一
煙

蓑懸’．　　　r　l

遵
乃

強風が最大の敵でした

　．、欝
　　　　　レ西一、ド響　　鍵

　　　『≒　　融

評
「
　

麹
　
　

ン

薮．

醸灘難難欝
戦前から続いている伝統の市民体

育大会が10月10日、白石川緑地陸上

競技場で開かれ、優勝を目指して熱

い戦いが展開されました。

当日は10mを越す強風の影響で、

釣り物リレーでは釣1）物が風に流さ

れて追いかける場面もたびたび。玉入

れ競技もなかなか玉が入らず、お母

さんたちは悪戦苦闘。応援にも思わ

ず力が入っていました。

競技の結果は次のとおりでした。

○優　勝　郡山チーム

○準優勝　西益岡チーム

○第3位　田町チーム



乳幼児・重度心身障害者および　　　有効蘇は9印唄までです

　ひとり親家庭医療費受給者証の更新手続きは済んでいますか？

V
、
↑
　
へ

3
）
・
・
じ
＾

．
U
｝
　
　
　
岳

．
　
1
」
－

辱へ

・印鑑

・現在使用している受給者証

・健康保険者証（乳幼児は社保、

重度’ひとり親は社保・国保）

・源泉徴収票または、所得証明書

（平成3年分…税務課から交付

を受けて準備してください。）

皆さんが現在使用している乳幼児・重度心身障害者及びひとり親家

庭医療費受給者証の有効期限は、平成4年9月30日までとなっていま

すので更新の手続きをしてください。

　〈所得制限の墓準額〉

o乳幼児・ひとり親医療費所得制基準額表

扶養親族

等の数
0へ

1
2
3
4

所得額
3，204干円

3，554

3，904

4，254

4，604

扶養親族

等の数
5へ

6
7
8

所得額
4，954干円

5，304

5，654

6，004

重度心身障害者医療費の助成拡大について

平成4年10月1日から

市内在住の身体障害者手帳3級

を持っている方で、内部障害（心

臓、腎臓、呼吸器、ぽうこう、直

腸または小腸の機能障害）を有す

る方は、平成4年10月1日から医

療費助成の対象となりますので、

次により福祉事務所で手続きして

ください。

o手続きに必要なもの

・健康保険証

・所得証明書または源泉徴収票

　（平成3年分）

・障害者本人名義の通帳

・印鑑

O問い合わせ先　市社会福祉事務

所福祉係盈25－2111（内線）156

※なお、所得制限があ1）ますので、

右の表を参考にしてください。

o重度心身障害者医療所得制限基準額表

養
等
数

　
族

扶
親
の

0人

1
2
3
4
5

障害者が20歳

以上の場合の

本入の所得

2，800千円

3，150

3，500

3，850

4，200

4，550

障害者が20歳
未満の場合の

保護者の所得

4，019干円

4，349

4，719

5，069

5，419

5，769

本人の配偶者
または同一世
帯内の扶養義
務者所得

5，688千円

5，937

6，150

6，363

6，576

6，789

（注）　所得の控除については社会保険料

控除（一律80，000円控除・重度本人は控

除相当額）障害者控除等があります。

ほかに、老人扶養親族等の加算あり。

◎不明な点があ1）ましたら市社会福祉事

務所福祉係へお問い合わせください。

金
を
確
実
に
手
に
す
る
た
め
に
は
、
手
　
　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
年
金
に
つ

続
き
は
キ
チ
ン
と
行
い
、
忘
れ
ず
に
保
　
　
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
す
。

翻
こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
け
出
を

　
国
民
年
金
制
度
は
、
二
十
歳
以
上
六
　
者
に
な
る
た
め
、
　
「
資
格
喪
失
届
」
、

十
歳
未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
し
な
け
　
第
二
号
被
保
険
者
の
方
が
自
営
業
を
始

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
め
た
と
き
は
、
第
一
号
被
保
険
者
に
な

第
一
号
被
保
険
者
…
学
生
や
農
業
・
商
　
る
た
め
「
種
別
変
更
届
」
、
奥
さ
ん
は
第

業
等
を
営
む
人
と
そ
の
家
族
　
　
　
　
　
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金
保
険
や
　
に
な
る
た
め
、
「
種
別
変
更
届
」
の
届

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
　
　
　
　
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
三
号
被
保
険
者
…
第
二
号
被
保
険
者
　
　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
届
け
出
は
節
目

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
　
　
　
　
　
　
　
節
目
に
キ
チ
ン
と
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

　
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
　
ま
せ
ん
。
届
け
出
や
詳
し
い
こ
と
に
つ

届
け
出
（
第
一
号
被
保
険
者
資
格
取
得
　
　
い
て
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
岱
二
五

届
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
　
　
1
二
一
一
一
（
内
線
）
二
二
六
へ
お
問

た
、
第
一
号
被
保
険
者
の
方
が
会
社
等
　
　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
就
職
し
た
と
き
は
、
第
二
号
被
保
険

◎
原
付
講
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
〇
二
二
四
－
五
六
－
五
一
五
一

　
白
石
地
区
交
通
安
全
協
会
で
昭
和
六
　
　
〇
実
施
日
　
毎
月
第
二
・
第
四
日
曜
日

十
年
か
ら
任
意
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
午
前
・
午
後

し
た
が
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
　
　
◎
原
付
試
験
・
小
型
特
殊
免
許
試
験

公
安
委
貝
会
の
業
務
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
○
試
験
月

　
今
後
の
原
付
講
習
は
左
記
の
と
お
り
　
　
　
白
石
警
察
署
　
二
、
四
、
六
、
八
、

と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
一
二
月

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
試
験
実
施
日
　
第
一
水
曜
日

o
業
務
開
始
　
十
一
月
一
日
（
日
）
　
　
　
o
問
い
合
わ
せ
先

o
実
施
場
所
　
仙
南
自
動
車
学
院
　
　
　
　
　
白
石
警
察
署
交
通
課
貿
二
五
ー
二
一

　
柴
田
町
大
字
船
迫
字
塚
田
一
七
　
　
　
　
三
八
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

瀦

わたしたちはホットな仲間を募集しております。

一求職書と求ノ1書勢薦接麟談一

、
2
｝

』綬療，
噸鶴雫舌’

鵜極ボ　　リ

1簾舘
．灘1

★就職相談、パー・卜タイマー、U夕一ン

　希望の方お気軽にこ相談くださし、／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1

圃日　時　平成4年11月7日（土）

　　　　午後1時より3時まで

躍場所白石市中央公民館大ホール

　　　ー参加企業（19社）・iンーC二

㈱ヤオシン

㈱ヤオチュウ

仙台藤屋産業㈱

㈱旅館かつらや

後藤機業所

㈱カキヤ

㈱青木製作所宮城工場

山田乳業㈱

半澤食品工業㈱

白石フード㈱

11．広栄工業㈱東北支店

12．㈱平間組

13．村正建設㈱

14．宮城大賀クロージング㈱．

15．（資吉見製麺所

16．㈱ミヤテツ

17、㈲佐藤材木店

18．東北アツギ㈱白石工場

19．白石クリーニング

匡圏煙吉攣暫藷灘灘勢窒

璽

　
㎏
、
藷
臥
し
繊
．

総勧
一髪

4

4
4
4

’
4
固

　　　　　　孫置　　　　し　　　しま

愛超襯
、禮

弘

　
ま
す
ま
す
長
く
な
る
老
後
生
活
を
豊

か
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
心
も
体
も
健

康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安

定
し
た
収
入
も
必
要
で
す
。

　で老の
こす後基国

民
年
金
は
、
す
べ
て
の
方
に
共
通

礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
と
し
て

の
生
活
の
柱
と
な
る
大
切
な
も
の

れ
か
ら
の
老
後
の
生
活
を
守
る
年

今
月
は
国
民
年
金
制
度

　
　
　
　
推
進
月
間
で
す

　
平
成
五
年
四
月
小
学
校
就
学
予
定
児

童
に
対
す
る
就
学
時
の
健
康
診
断
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
該
当
児
童
の
保
護
者
に
通
知
書
を
送

付
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
届
か
な
い

場
合
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
智
二
五
－

二
一
一
一
（
内
線
）
四
〇
七
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
受
付
は
時
間
ど
お
り
に
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
早
す
ぎ
る
来
校
や
遅
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
該
当
児
童

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

六
卜
二
年
四
月
一
日
ま
で
の
出
生
者
。

健康診断目程

し

月　　日
11月10日（火）

11月11日㈱
11月12日（湘

11月13日働
11月17日（火）

11月18日㈹
11月19日（胸

11月20日働

11月25日㈱
玉1月26日㈱

学校名
深谷小
白石第二小

大鷹沢小
白　川　小

白石第一小

福岡小
小原小
斎川小
越河小
大平小

受付時間
12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20一一12：30

13：00～13：20

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

12：20～12：30

●

冗勲

1欝灘
謡

灘，

　　ぎ

　　堕
　　　ヒ

就

学
時
健
康
診
断
の

　
　
実
施
に
つ
い
て

顯
嘩

ざ
し

君



秋の金麗火災予防運動

の

愚
．

　
　
　
ワ

愈
、
§
た

講
．
．

／
．
、
5
誰

写
4

e
輔
＆

●

oの！∩阻》

o
∩
｝
占
y、

／

ピ
9誌

’

琢

点検を重ねて築く

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
今
、
火
災
の
起
こ
り

や
す
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
尊
い
命
と
大
切
な
わ

が
家
を
火
災
か
ら
守
る
の
は
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
。
「
火
災
ゼ
ロ
」
の
た
め
に
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
を
絶
対
に
な
く
す
こ
と
で
す
。
も

う
『
度
わ
が
家
の
防
火
体
制
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
最
近
仙
南
地
域
で
不
審
火
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
家
の
回
り
に
放
火
さ
れ

や
す
い
物
を
置
い
て
い
る
の
は
危
険
で
す
。
地

域
の
協
力
で
放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま

し
よ
う
。

白石市内における火災発生状況

　　　　　　平成4年1月一9月

救急出動件数・搬送件数

　　　　　平成4年1月一9月

10件

13件

2件

2件

建物火災

車両火災

林野火災

その他火災

17言十

搬送件数

　　　　2
　　159
　　　　3
　　　　9
　　　54
　　　　3
　　　　2
　　　　2
　　296
　　107

　　636

出動件数

　　　2
　　　1

　142　　　3

　　　8

　　58
　　　3

　　　4

　317
　107
　645

　
災
難
通
害
技
傷
害
為
病
送

　
　
　
　
災
競
負
　
行
　
搬

　
　
　
　
働
動
般
　
損
　
院

　
火
水
交
労
運
一
加
自
急
転

別種故事 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

正
し
い
土
地
取
引
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
価
調
査
結
果

　
平
成
四
年
七
月
一
日
現
在
の
地
価
調

査
結
果
が
宮
城
県
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し

た
。

　市内

一
〇
基
準
地
の
標
準
価
格
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
地
価
は
国
土

利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
な
ど
の
取
引

価
格
審
査
の
基
礎
と
な
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
実
際
み
な
さ
ん
が
取
引
さ

れ
る
と
き
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
岱
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
三

六
一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

限りある「ニヒ地」を活かして明るい未釆

変動率
（％）

1m・当り単価（円）

4．7．13．7．1
基準地の所在及び地番途用

O．683．OOO82．500沢端町109番1住宅地

0．632．00031．800福岡長袋字陣場が丘7番14〃

0．541．70041．500郡山字観音崎10番2〃

1．47．3007．200越河字町屋敷33番ノノ

2．114．50014．200白川津田字小路屋敷70番1〃

1．030．80030．500大鷹沢三沢字坂端35番1外〃

136．000字中町20番1商業地

4．841．90040．000福岡長袋字八斗蒔28番1外準工業地

2．0　　15，000

10アーノレ

250，000

14．700郡山字東中堀20番外工業地

小原字赤井畑7番2地，
、材オ

灘

口らせ
　o城南一丁目

　o城南二丁目

　o上久保

　o八幡町

　o新館町

新しい住居表示のお矢

白石市大平森合字下前山2番地の117

白石市城南一丁目1番25号

（例）

実施前

実施後

唆
（

　
十
　
月
一
日
よ
り
、
新
し
い
住
居
表

示
が
図
の
区
域
に
お
い
て
実
施
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
町
名
は
、
「
城
南
一
丁

目
・
城
南
二
丁
目
・
上
久
保
」
で
す
。

ま
た
、
す
で
に
住
居
表
示
を
実
施
し
た

「
八
幡
町
・
新
館
町
」
に
一
部
の
地
域

が
編
入
さ
れ
ま
す
。

　
住
居
表
示
実
施
区
域
内
は
、
合
理
的

な
住
所
と
す
る
た
め
に
、
従
来
の
よ
う

に
土
地
の
地
番
等
を
住
所
の
番
地
と
し

て
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
】
定
の
ル

ー
ル
に
し
た
が
っ
て
番
号
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
建
物
を
新
築
し
た
と
き
、

改
築
に
よ
り
出
入
り
口
を
変
更
し
た
と

き
な
ど
は
、
市
で
新
し
い
住
所
を
付
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
都
市
計

画
課
に
届
け
出
を
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

○
住
居
表
示
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
都
市
計
画
課
総
務
係
智
二
五
－

二
一
一
一
（
内
線
）
二
四
二
・
二
四
四
へ
。

　
　
、

（
／
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脾
隅

濯 　
　
　
9
　
　
0
0

梱
眼
・
3
　
一

　
　
　
　
　
　
』
　
　
、
・
隅

　
　
　
　
　
　
．
o
　
　
邑

剰
返
済
分
の
返
還
を
求
め
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
融
資
方
法
は
、
数
年
前
に

関
西
方
面
か
ら
始
ま
り
、
県
内
に
は
昨

年
か
ら
被
害
が
出
て
お
り
、
数
業
者
が

関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
問
題
に
詳
し
い
入
た
ち
は
、

「
抱
き
合
わ
せ
融
資
な
の
は
明
ら
か
。

無
理
や
り
物
品
を
売
り
つ
け
る
や
り
方

に
は
厳
し
い
手
段
で
対
抗
す
べ
き
だ
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

雇用保険
　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
失
業
中

の
生
活
を
心
配
し
な
い
で
新
し
い
仕
事

探
し
に
専
念
し
、
一
日
も
早
く
再
就
職

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
趣
旨
に
反
し
不
正
に

受
給
す
る
ケ
ー
ス
が
跡
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
雇
用
保
険
が

正
し
く
運
用
さ
れ
る
よ
う
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
不
正
受
給
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
保
険
制
度
を
事
業
主
や

従
業
貝
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

タ
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
お
り

ま
す
。

　
十
一
月
は
コ
雇
用
保
険
“
さ
わ
や
か

受
給
”
推
進
月
間
」
で
す
。
こ
の
月
間

を
機
会
に
雇
用
保
険
制
度
を
正
し
く
理

解
し
、
正
し
い
申
告
と
正
し
い
受
給
で

早
期
再
就
職
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
を
〃
岡

・
触r
L

　
や

c
噂

～
謬
　
　
融
資
を
受
け
る
条

螂
・
、
　
件
と
し
て
・
貴
金
属

　
　
　
や
バ
ッ
ク
な
ど
法
外
な
高
値

で
買
わ
さ
れ
る
新
手
の
「
サ
ラ
金
被
害
」

が
出
て
い
ま
す
。

　
被
害
者
A
さ
ん
の
場
合
、
あ
る
サ
ラ

金
業
者
か
ら
五
十
万
円
を
「
ヶ
月
借
り

た
際
、
融
資
額
の
半
分
二
十
五
万
円
の

羽
布
団
を
買
わ
さ
れ
、
期
限
ま
で
元
金

と
そ
の
利
息
に
加
え
、
布
団
代
計
七
十

新
手
の
「
サ
ラ
金
被
害
」

五
万
円
以
上
を
払
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
た
こ
の
手
の
複
数
の
業
者
か
ら

借
金
を
し
、
こ
れ
ま
で
に
返
済
し
た
額

は
元
金
の
五
割
増
し
以
上
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
A
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
た
弁
護
士

は
、
　
「
融
資
時
に
売
り
つ
け
ら
れ
た
商

品
は
安
物
ば
か
り
で
、
こ
れ
は
実
質
的

な
高
金
利
、
金
利
の
上
限
を
定
め
た
出

資
法
な
ど
に
違
反
す
る
」
と
し
て
、
過
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第15回自石市農業祭・登別市の観光と物産展

餐瓢霜1業祭梯　開智

，，臨蠣義．、鮪醸£
　　　　　　　　　　　　縄，．

情

＝聲一　　’　　、一
．3、　　、懇霧箋こ、、…．

▲農林産物共進会

　』醸・
難軸齪、一

糖㈱踊㈱嚇㈱　る㈹輔囲槻槻断幽胃

1　　　　、’ーノ　l
l躍，欝㌶灘、i
紅　1、．適」繊鍔、j
l　　　　　　　l
l　　　　　　　l
l　　　　　　　l
l　　　　　　　　l
l　北海道ならではの特産物で「新鮮l

lo期日　　　　　ll　11月7日（土）　9時～16時　　　l

l　　　　　　　　ll11月8日（日）9時～14時　l
lo会場白石市民会館　　 1
島＿＿＿コ＿＿＿＿＿＿⊃＿コ＿勧＿＿塾嶢

行　　事　　名
　　農林産物共進会
第1部
　　及び即売会
　　家畜共進会第2部
　　繁殖牛・枝肉共進会

第3部農業と農協展

第4部生活改善展

第5部　林業と森林組合展

　　白石市物産展第6部
　　登別市物産展
　　書写・絵画・工作
第7部
　　及び技術家庭科展

第8部　レクリエーション

併

催

白石市米まつ1）

グリーントピア展

白石牛・白石産ヒト
メボレ・ササニシキ
食味会

消費生活展

目

7日

8日

11月4日

7日

8日

7日

8日

7日

8日

7日

8日

7日

8日

8日

7日

8日

7日

8日

8日

7日

8日

時　　間
9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～15：00

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14：00

10：00～14＝00

9：00～16：00

9：00～14：00

場 所

白石第一小学校体育館

仙台中央食肉卸売市場

白石市農協会館
農協農機具センター

白石市民会館

内 容

一般公開及び即売

審査及び一般公開

資
み

芸
し

園
の

・
た

木
お

植
・

・
示

示
展

展
械

合
機

総
業
か

品
農
ほ

用
・
会

活
市
選

生
材
抽

一般公開

　
他

展
ナ

真
［

写
コ

や
作

表
工

図
・

・
示

森
展

の
品

達
材

私
製

一
）

タ
崎

ンセ
合
岩

総業
袋

林市
石
長

白
（

白石市民会館

白石第一小学校体育館

白石市中央公民館
白石市立東中グラウンド

白石市民会館大ホール

白石川緑地公園コート

白石市民会館
白石第一小学校校庭

白石市民会館

白石第一小学校校庭

白石市民会館

一般公開及び即売

一般公開

家庭バレーボール

ソフトボール

市民カラオケ大会

ゲートボール

米の特別販売・新米試食

もちつき大会（市民会館正午）

パソコン通信実演・ワープロ展示

焼肉・白石米食味会

先着1，000名

パネル展示、不要品チャリティバ

ザーほか

問い合わせ先

騰

『
O 謬騰

‘

童麓書と消費蓄のふれあい窃

「土曜青っ葉市」

催事参加．．
・・EVENT

・白石市春まつリフリーマーケット

・東北新幹線東京乗1）入れ記念行事

・仙南ふるさと味まつり

・白石市農業祭　　　　　　ほか

　　　　　　　　　　　　・鍾
　　　　　『盤臨飾動窺

は－
貝会 一MEMBER

農協婦人部・生活改善クラブに所

属している人　　　　現在31名

おしらせ INFORMATlON

12月26日で終了しますが、会員

によるお楽しみ会があ1）ますので、

ぜひお立ち寄りください。

新鮮、安全でうまい野菜が安く手に入り、農

家のお母さんたちと楽しい会話ができるとして

　　　　　　　いち好評の「青っ葉市」。この市は、農家、消費者、関

係機関の熱い期待のもとに、昭和63年7月より、

毎週土曜日の午前中、白石市民会館玄関わきで

開催されています。

　「もっと長い期間続けて欲しい」という消費

　　　　　　　　　いち者の声で、12月一週で終っていた市も平成2年

からは第三週まで延長。回数も20回から29回に

まで増えました。

　「こんどいつやるの？」、「この前買った野菜

はおいしかった」、「今まで袋一つ分だった買い

物も、家族みんなに喜ばれて今日は袋2つにな

っちゃった」という声が聞こえてきます。

白石市役所農林課農政係智25－2111（内線）222

あかろよ青　ちさみつできりえま大声たりり新　様元新溝

終）めは

っ
葉
市
も
今
年
で
四
年
を
迎
え

う
と
し
て
い
ま
す
。
初
め
の
こ

は
、
果
し
て
売
れ
る
も
の
か
と

、
続
く
も
の
か
な
ど
と
不
安
も

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
土
曜
日

鮮
、
安
全
で
お
い
し
い
野
菜
作

を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん
ば
っ
て
お

ま
す
。
売
っ
た
こ
と
の
な
い
人

ち
ば
か
り
で
し
た
の
で
始
め
は

も
で
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は

き
い
声
も
だ
せ
る
よ
う
に
な
り

し
た
。
料
理
法
を
教
え
た
り
教

ら
れ
た
り
、
交
流
の
輪
も
深
ま

ク
ラ
ブ
員
の
仲
も
密
に
な
っ
て

ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
み
ん
な

旅
行
で
も
で
き
た
ら
と
夢
を
も

て
が
ん
ば
っ
て
る
青
っ
葉
市
の

ん
な
で
す
。
ど
う
ぞ
市
民
の
皆

ん
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
お
待

し
て
い
ま
す
。

嘗
分
が
食
べ
る
野
菜
と
同
じ
く
栽

培
す
る
の
で
低
農
薬
で
す
。
た
だ

技
術
の
面
は
も
う
一
歩
で
す
。
不

揃
い
の
野
菜
が
並
ぶ
こ
と
も
少
な

く
な
い
の
で
す
が
、
お
い
し
さ
、

新
鮮
、
安
全
に
は
自
信
が
あ
り
ま

す
。
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
よ
ろ
こ

ん
で
も
ら
え
る
野
菜
作
り
に
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
お
客

様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ど
う
ぞ

　
一
度
、
わ
た
し
た
ち
青
っ
葉
市
の

野
菜
を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
は
朝
ど
り
出
荷
を
目
標
と
し

て
い
る
の
で
す
こ
ぶ
る
新
鮮
で
す
。

費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
、

鮮
な
野
菜
を
数
多
く
そ
ろ
え
て

気
の
よ
い
母
ち
ゃ
ん
た
ち
が
皆

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

を
待
ち
に
待
っ
て
い
る
お
客
さ
ん

も
増
え
、
わ
た
し
た
ち
の
朝
の
と

り
入
れ
に
励
み
が
で
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
地
区
の
方
々
と
の
交

流
も
増
え
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

も
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
さ
な
声
し
か

出
な
か
っ
た
の
に
…

㊤

◎

！ゴI

「♂＝♪
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白石市食生活改善推進員

東山静枝さん（八宮

ぜ」

　
　
　
　
し
ぶ
　
か
わ
　
に

栗
の
渋
皮
煮

〔
材
料
〕
一
〇
人
分

栗
1
㎏
、
焼
み
ょ
う
ば
ん
小
さ
じ
2
杯
、

砂
糖
珊
9
～
㎝
9
、
み
り
ん
大
さ
じ
2

杯
、
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
ー
～
篇
杯

〔
作
り
方
）

0
た
っ
ぷ
り
の
水
で
栗
を
入
れ
て
煮
立

て
、
す
ぐ
火
を
止
め
る
。

②
栗
を
1
粒
ず
つ
な
べ
か
ら
出
し
、
渋

皮
に
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
外
皮
だ

け
む
き
取
る
。

轟繋岬欝と
穫

③
大
き
な
ボ
ー
ル
に
水
を
多
め
に
入
れ

て
焼
み
ょ
う
ば
ん
を
入
れ
、
む
く
端

か
ら
水
に
浸
け
る
。
栗
を
水
洗
い
し

て
な
べ
に
入
れ
、
か
ぶ
る
く
ら
い
に

水
を
加
え
て
煮
立
て
、
火
を
弱
め
て

2
～
3
分
煮
て
、
ゆ
で
汁
を
捨
て
る
。

④
再
び
か
ぶ
る
く
ら
い
に
水
を
入
れ
て

煮
立
て
、
1
～
2
分
弱
火
で
煮
て
、

ゆ
で
汁
を
捨
て
水
を
換
え
て
煮
る
。

こ
れ
を
7
－
8
回
繰
り
返
し
、
途
中

皮
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
浮
い
て
く

る
筋
や
表
面
の
繊
維
を
取
り
な
が
ら
、

柔
ら
か
く
な
る
ま
で
3
0
分
程
ゆ
で
、

完
全
に
ア
ク
を
抜
く
。

④
新
し
く
水
を
ひ
た
ひ
た
に
加
え
、
砂

糖
を
5
～
6
分
お
き
に
3
回
に
分
け

て
入
れ
、
落
と
し
蓋
を
し
て
ご
く
弱

火
で
2
0
分
程
煮
含
め
、
み
り
ん
、
し

ょ
う
ゆ
を
入
れ
て
一
煮
し
、
そ
の
ま

ま
冷
や
す
。

※
数
日
後
、
再
び
火
を
入
れ
る
と
よ
い
。

1・蝋ll

　　　　　　栗

　わが国での栗の利用の歴史は
古く、縄文時代にさかのぼる。

栗は種実類としては珍しく、油

脂ではなくでん粉を貯蔵物質と

している。しかも糖分が多く、

甘味も強い。砂糖が普及するま

では、貴重な天然の甘味資源で
あった。

　その甘味を生かした菓子、料
理（栗羊かん、きんとんなど〉

も多いが、そのままゆでて、あ

るいは焼いて食べるのも素朴で

上品な持ち味を楽しむことがで
きる。

　貯蔵法としては、水貯蔵、低
温貯蔵（温度1℃、湿度85％）

などがある。

一命㊧麟⑳⑪轡磯一
でん粉質と甘味を生かした栗

料理。お茶受けに、箸休めに、

珍しい一品です。

調査年月日　平成4年10月1日消費生活モニター調査結果表

（上昇品目）

小麦粉、サラダ油、ティッシ

ュペーパー、灯油、軽油

（下降品目）

しょうゆ、アルミホイル

（横ばし、品目）

食パン、即席中華めん、砂糖

マーガリン、牛乳、バター、

ラップ、洗たく用合成洗剤、

理髪料、パーマネント料、ク

リーニング、カレーライス

※全調査品目対前月比1．003

　％上昇し物価は安定してい

　ます。

比較（％〕
前年同月

　　93，8

　　96．6

　101．2

　　94，0

　　91．4

　　94。0

　　95，2

　　94．3

　　98．4

　　93，9

　　97．8

　　90．0

　102．1

　111，0

　　99．4

　101，6

　105．4

　　96，4

　　94，6

　　98，1

　106，7

前　月

100．0

111．1

100．0

100．0

　　95．5

106，5

100，0

100．9

100．0

101．7

100．0

　　98．4

100．0

100．0

　100．O

　lOO．0

　100．0

　101．3

　102，0

　100．8

　101．3

平均価格（円）今月（円）

前年同月

　　　161

　　207

　　　82

　　　251

　　　304

　　　398

　　　208

　　　230

　　　367

　　　131

　　　223

　　　140

　　　730

　1，640

6，240

　　　185

　　　465

898．09

974，06

126．36

　71．20

前　月

　　151

　　180

　　　83

　　236

　　291

　　350

　　194

　　215

　　361

　　121

　　218

　　128

　　745

1，820

6，200

　　　188

　　490

　　855

　　903

O
U
21
75

　　151

　　200

　　　83

　　236

　　278

　　374

　　194

　　217

　　361

　　123

　　218

　　126

　　745

1，820

6，200

　　188

　　490

　　866

921．17

　　124

　　　76

最低価格

　　　150

　　　194

　　　80

　　　193

　　　203

　　　368

　　　180

　　　208

　　　327

　　　　89

　　　183

　　　　90

　　　648

　1，500

　5，200

　　　170

　　　360

　　　810

　　　815

　　　117

　　　　68

最高価格

　　　154

　　　238

　　　85

　　　252

　　　300

　　　380

　　　203

　　　234

　　　390

　　　148

　　　235

　　　165

　　　830

　2，000

7，500

　　　200

　　　600

　　　927

1，019、7

128．75

　80．64

　　規　　　　　　　格

並食1袋6～8枚切

薄力粉1kg
袋入1）1009

上白糖1kg
上級濃口1尼ポリ容器入リ

ポリ容器入1）7009

カルトン入りソフト22εg

紙容器入詮）1，0000c

カルトン入塗）2259

400枚〔200組）紙箱入り

幅30cm、長さ20m

幅25cm、長さ8m

綿化繊用無リン紙箱入り，濃縮小型1．5kg入り

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿

18且店頭価格

18尼酉己j藝…恭DZ』f面†各

1乏現金

1尼現金

品　　 名

1，食　パ　ン
2．小　麦　粉
3．即席中華めん

4，砂　　 糖

5．しょうゆ

6，サラダ油
7．マーガリン
8．牛　　　乳
9．バ　 タ　ー

10．ティソシュペーパー

11。ラ　ッ　プ

12，アルミホイル

13，洗濯用合成洗剤

14．理　髪　料
15．パーマネント料

16．クリーニング

17．カレーライス

18，灯　　　油

19．レギュラーガソリン

20．軽　　　油

わんぱく少年の炭焼き体験

ぎ
ー
護

慰」

ンスパーテイーへのお誘い／

一　　〇参加資格

心　　　　・女性は60歳以上の方

『）　　　・男性は人数の関係で年齢を問い

　　　　　ません。

分　　o主催　ダンスパル白石

レ　　O問い合わせ　智26－3640跡部まで

e
冥
監

鞘
奪
罷

　去る9月20日（日）に七ケ宿町若

林山において、わんぱく少年教室の

子供たちが炭焼きを体験しました。

　当日、指導者の佐藤石太郎さん（白

石市在住・70歳）から説明を受け、

子供たちは初めての体験でとまどい

ながらも、楽しい一目を味わいまし

た

鰺第2回シルバーダ】

　高齢者の方々のためのダンスパー

ティーを次により開催します。初’〔、、

者のためのレッスンコーナーもあ『）

ます。お気軽にご参加ください。

O日時11月7日（土）午後6時30分

O場所　白石市中央公民館大ホール

　毒蔵王清掃登山
　去る9月27日（日）あいにくの悪

天候のなか、わんぱく少年教室、ジ

ュニアリーダー、新県民生活運動協

議会、蔵王自然保護協会の約50名が，

蔵王山頂一帯を清掃しました。空き

カン、空きビン、ごみなどを熱心に

拾い集め、本格的な紅葉シーズンを

前に、清掃の喜びを実感しました。

しいヨ楽
辮

／
●

　
～ヤニ

’
＝

て
・
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11月14日～15日第18回働く婦人の家まつり

11月22日　第20回ホーム祭

　　Shining　eye’92新しい可能性を求めて・・

ど
み
、

　
y
〈

畏
．
．

◎第鷺麟圃ホーム祭

0日時11月22日（日）10時～14時

O会場　白石市勤労青少年ホーム

○内　容

　〔発表の部）　10100～12：00

　　日本舞踊、民謡、きもの着付け、

　英会話、尺八演奏（特別出演）

　〔展示の部）　10：00～14：00

　生け花（池坊、小原流）、書道、

　ペン習字、洋裁、手編み

　〔お茶席〕　10：30～14；00

　　お抹茶券200円
　〔食　堂）　11：00～14：00

　豚汁定食（かやくごはん）、

　　カレー、つどん

　（その他）10：30～14：00

　　出店（駄菓子、ポン菓子等）

　バザー
○問い合わせ先

　白石市勤労青少年ホーム

曾25－3720

￥［／・　＼、！

き護
？バ」

◎婦人の家まつり
o日　時

　11月14日（土）展示の部のみ

　　　　　　　9：30～15：00

　11月15日（日）　9：30～15：00

0場所働く婦人の家

o内容
・発表の部（10：00～14：40）

　卓球、社交ダンス、古典文学、コ

ーラス、着付、大正琴、国際交流、

歌謡、民謡おどり、琴

・作品展示の部（9：30～15＝00）

手編み、洋裁、パッチワーク、華

ノ　　　　道、木目込人形、書道、籐工芸、

　　　　　水彩画、型絵染、油絵、写真、ペ

　　　　　ン習字、皮工芸、園芸百科ほか

　　　　・お茶席の部（9：30～14：00）

　　　　　お抹茶券を前売りします。

　　　　・食堂の部（10：30～14：00）

　　　　　天ぷらそば・うどん、山菜そば・

　　　　　うどん、おしるこ、おでん

、コ　　　※婦人の家で前売り食券をお求め

芝流、　　　　ください。

　　　　・バザーの部（9：30～11：30）

　　　　手づくり品、不用品、手づくりケ

　華　　　一キ、ジュースその他即売

特別講座籐工芸教室
　　　　　たはクリスマスリースどちらかを

　　　　　作ります。

　　　　○募集人員　10名

　　　　O材料代　　2，000円

　　　　○持参するもの　エプロン、メジャ

ーま　　　一、メウチ、霧吹き、筆記用具

　　　　　　　　　　　睡

劉’揖

o目時
　12月4日（金）、12月18日（金〉

　10：00～12：00

0場所働く婦人の家
o講師橋浦芳子先生
○内　容　籐でクリスマスッリーま
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公立刈田綜合病院職員を募集します

o職種および採用予定人員

　看護婦　　10名程度

　看護士　　2名

看護助手若干名

O受験資格
　・看護婦（士）　昭和38年4月2

　日から昭和48年4月1日までに

　生まれた者で、高等看護学校等

　の卒業者、または卒業見込みの

　者で、看護婦（士）の資格取得者、

　または取得見込みの者

　・看護助手　昭和43年4月2日か

　ら昭和50年4月1日までに生ま

　れた者で、高校卒業者、または

　卒業見込みの者

o試験場　公立刈田綜合病院会議室

　　　　　　　　（新館1階）

o試験日時・種目

　〔第一次試験）

　・試験日時　12月6日（日）

　　　　　10時～13時
　・試験種目　適性検査、作文試験

　〔第二次試験）

　・試験目時　12月中旬

　・試験種目　人物試験、身体検査、

　　　　　身上調査
0採用時期　平成5年4月1日

o受験手続き　受験申し込み用紙は、

　公立刈田綜合病院庶務課人事係に

　用意された用紙を使用し、所要事

項を記入して提出してください。

o申し込み受付期間

　11月4日（水）一11月17日（火）

平　日　8時30分～17時

土曜日　8時30分～12時

※郵送の場合は、11月17日まで必着

のこと。

○その他　受験申し込み用紙の請求

　を郵便で行う場合は、あて先明記

の返信用封筒（大学ノートの入る

大きさで120円切手を貼付）を同

封してください。

　受験手続き、その他受験に関す

　る問い合わせは、公立刈田綜合病

院庶務課人事係費25－2145（内線）

323へ。

緑のオーナー募集 白石営林署から

～地球を守る緑の環境づくりに

　あなたも参加してみませんか〃～

　どなたでも1口50万円で緑のオー

　ナーになれます。

o募集する森林

　・伊具郡丸森町字秋柴山国有林22

　1林班い3，へ1小班24口
　・刈田郡七ヶ宿町宇柳沢山国有林

　77ホ木王狂ほ小王狂　　12口

o内容
　・28年～32年たったスギの森林を

　伐採するまでの間、あなたと国

　が協同で育てるものです。

　・国が責任をもって手入れや管理

　を行います。

　・個人・団体・法人を問わず何口

　でも参加できます。

　・将来、樹木を販売してその収益

　を持分に応じて配分します。

o募集期間

　10月13日～平成5年2月26日

　※中間締め切i）10月30日

　いろいろな特典もあ1）ますので詳

しくは、白石営林署総務課庶務係智

25－2141へ。

　　　　L　　　隅
　　　　　・謁・　　に、

　　　　　　　　　＿罵嚢

　　　　　　　　　　　　　煙　　　　　一
　　マリ．－．．

，　　　　　　　　　’ロy”

市営住宅入居者
　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

新館

寿　山

式汗
』

3　K

3　K

家　　賃
k敷金は3月分）

3，000円～

　7，400円

3，300円～

　3，500円

空家
戸数

6戸

15戸

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

緑か丘

新館

城南

型　式

3DK

3　K

3DK

家　　賃
1敷金は3月分）

14，500円～

　18，000円

6，200円～

　12，600円

23，000円

空家
戸　数

10戸

5戸

1戸

　市建設課で随時先着順に受付して

います。

　詳しくは、市建設課住宅係費25－

2111（内線）262へお間い合わせくだ

さい。

緑が丘県営住宅
　　　入居者募集

◎第一種住宅

　（収人基準198，000円以下）

団地名

寿　山

型　式

3　K

家　　賃
（敷金は3月分1

14，500円～

　16，500円

空家
戸数

20戸

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　（財）宮城県

建築住宅センター県営住宅課盈022－

224－0014へ。

．』）

．∫ン三1

　　＝＝二馳二一ε・嚇，｝．

」＝鑑．．．・だ。．

　9　㌔

㍉
つ 乱焦

一◎辱響

」

べ

一、一yモ：∵

ポ2｛…

　2等（陸・海・空）士を募集して

います。

○応募資格　18歳から27歳未満の男

子、あと半年で18歳になる方も応

募できます。

○勤務時間　通常8時30分～17時30分

o休　日　土曜、日曜、祝日等その他

O初任給　2士142，800円

　　　　1士156，500円（9ヶ月後）　’

oその他　衣・食・住は無料。厚生

　施設等を完備しています。

　，申し込み、お問い合わせは、市役

所市民課智25－2111（内線）130、ま

たは大河原募集事務所盛0224－53－

2185へ。

q

宮城県不忘園職員を募集します

　。時　　間　　10日寺～12日寺

　・試験種目　教養試験、作文試験

〔第二次試験）

　・試験日　平成4年11月30日（月）

　・時間10時～12時
　・試験種目　面接試験、適格性検査

O採用時期平成5年4月1日
o受験手続ぎ　受験申し込み用紙は

不忘園庶務課に用意された用紙を

使用し、所要事項を記入して提出

　してください，

o申し込み受付期間・時間

11月2日（月）～11月11日（水）

平日のみ　8時30分～17時

o問い合わせ先

宮城県不忘園庶務課（大鷹沢大町

字若林131）盈25－3518

農業簿記セミナー
受講生募集

O職種および採用予定人員

介護員　　若干名

　※重度身体障害者の生活介助

理学療法士　1名

o身分および待遇

地方公務員、宮城県給与条例による。

o受験資格
　・昭和41年4月2日から昭和50年

　4月1日までに生まれた者で、

　高校卒業以上の者、または卒業

　見込みの者

　・特に健康な者

o試験場　宮城県不忘園

o試験日時・種目

〔第一次試験）

　・試験日　平成4年11月19日（木〉

　　　　ユ」配り⊃ユラ⊃F

　農業経営の管理・分析の基礎とな

る簿記記帳を身につけましょう。

o日時
　第1回　11月20日働13：30～15：30

　第2回　12月21日（月）13：30～15：30

　第3回　1月20日㈱13：30～15：30

　第4回　2月19日働13：30～15：30

0場所
　白石市役所第4会議室（4階）

O定員40名（先着順）

o受講料無料
o講　師　宮城県農業経営者協会長

　　　　　狩野　茂先生

　申し込み、お問い合わせは、市農

業委員会事務局智25－2111（内線）

231へ。

　　屠

　　　し§輪し

Q：団体で利用する場合の料金は割

引になるのでしょうか？

A：30人以上（子供、大人を含めて）

の場合、一般料金の2割引にな1）ま

す。

Q　l食べ物の持ち込みは良いのでし

ようか？

A：アルコールの持ち込みは禁止で

すが、食べ物の持ち込みはかまいま

せん。なお、レストランが2か所に

ありますのでご利用ください。

スパッシュランドしろいし

オープン記念

　　　　　　　　　　　脇

友好4市水泳大嚢

　　　課‘

　白石市と姉妹都市、友好都市を結

んでいる北海道登別市、札幌市白石

区、神奈川県海老名市の小中学生の

代表が集ま1）、友好4市水泳大会を

開催します。

○日　時　11月14日（土）午後5時～

o場所　スパッシュランドしろいし

○参加チーム

　・登別市　　1チーム　20名

　白石区　　1チーム　20名

　・海老名市　2チーム　4Q名

　白石市　4チーム　80名

o競技種目
・小学生の部

男女　50m自由型、背泳、平泳

男女　200mリレー
・中学生の部

男女　！00m自由型、背泳、バタ

　　　　　フライ、平泳

男女400mリレー、メドレーリ

　　　　　レー

1レーニンク教塞開催中〆

O日　時　毎週木曜日午後5時から

　8時まで、および毎週金曜日の午

後5時から9時まで

o講師菅原聡インストラクタ
ー（サラエボ冬季オリンピソクに

　ボブスレー選手として出場1

O受講料　無料。ただし利用料金は

個入負担。

○持参するもの　運動着、運動靴

o申し込み方法　スパッシュランド

の受付または電話（盈29－2326）

　でお申し込みください。

休館日ll月11日・11月25日

嬉



　　　　　　　　　　　　　　　　蟹

　　　　　　　　　　　　　　　で手軽にたい肥に変え、自然に返す

　　　　　　　　　　　　　　　コンポスターを実際に使用していた

　　　　　　　　　　　　　　　だいた結果、「なるべく容器を購入し、

　　　　　　　　　　　日

たい肥にして自然に返したほうがよ

い」という意見が多数寄せられたこ

とを受けて行っているものです，

o申し込み方法

皆さんがお住まいの各地区の公衆

衛生組合長（自治会長）さんにお申

し込みください。代金は現物がお手

元に届きしだい組合長さんに納入し

てください。

o購入したい方に市から補助金が交付されます
（消費税込み）

規 格

コンポスター130型
600φx660H％
容積　130旦

コンポスター旧0型
720φ×710H％
容積　旧0旦

用　　　途

一般家庭

庭ゴミの多い

一般家庭

斡旋価格
定価8，000円を

5，000円

定価9，500円を

6，000円

市補助金

3，000円

3，000円

自己負担金

瓢⑪◎o円

塾ooo円

1★今月の書棚（子ども図書室）

l
l
！　　　　　　〈全6巻〉学習研究社
ヒ

1、　娑、遜

レ

1　　ゴー　　　　＿＿一一■
1●シートンの動物文学作品の中から、

i　特に読みごたえのある名作を厳選

1　し、一流の児童文学者が執筆をし

！　ています。

お問い合わせは
白石市役所保健衛生課
TEL25－2111（内線601～603）

添付品
不快害虫駆除剤　120gx3ケ
発酵促進脱臭剤　　1kB入り

　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一新着図書案内（抄）一一一

1・生き物を育てるうえでの欄えを11．星座名所案内

　養う図書として最適です。動物を

科学的に観察し、深い愛情をそそ

いだシートンの心が作品の中から

くみとれます。

図書館利用案内
o開館時間
　月～土曜日　9時～16時55分

　日　　晦1　　日　　10目寺～16目寺

○休館日

11月3日（祝111月23日／祝）、11

　月30日（月）　月末整理日

　素直に好きと言えなくて　下森　真澄著

　自尊心があなたの人生を切1）開く

　　　　　ナサニエル・ブランデン著

　　　　　　　　　田中　孝顕訳
3．五百年後のコロンブス

　　　　　　エドウィープレネル著

　　　　　　　　　飛幡祐規訳
4　海外旅行健康・安全ガイド

　　　　　　　　　三好寿秋著
　手づくりおもちゃ　　　　実野　恒久著

　親の思い子の思い　　広池学園出版部編

　過労死社会と日本・変革へのメッセージ

　　　　　　　　　川入　　博著
　のびのび遊べる子に　　　水野　豊二著

．健康と音楽・ストレス時代を生き抜くた

めに　　　　　　　　　　　渡辺　茂夫著

10，科学はどこまで謎を解いたか？

　　　　　　　　　沼田　　寛著
　　　　　　　　　森久保　茂
　　　　　　　　　　　　著　　　　　　　　　中野　　繁
12　荒ぶる地球・自然災害のすべて

　　　　　　　　　近藤純夫訳
13，やさしい籐手芸　　　　　真木　雅子著

14　便利でおしゃれな冷凍食品の料理

　　　　　　　　　世界文化社
15　スピード取締1）解剖学・あなたは制限速

度を守れますか？　　　　　新井　保夫著

16　日本の伝承おりがみ　　　山口　　真著

17　宵待草・竹ク、夢二歌の絵本

　　　　　　　　　矢沢　　寛編
18　はじめての人のビデオカノラ撮影／編集

　入門塾　　　　　　　　　　杉原　義得著

19．正しい頭の禿け方　　　金子　勝昭著

　　　　　　霞

20，山あ1）て、旅ありき　　　山本佗介著　i

21鋒獺小六上9下　戸繍＋郎著t
22．赤い橋の下のぬるい水　　辺見　　庸著　1

23．江戸切絵図貼交屏風　　　辻　　邦生著　：

24，霧の窓・随筆集　　　　　杉本　苑子著　i

25．小説・極道商人　　　　　白龍　　仁著　l
　　　　　　　　　　　　　l
26．看護婦たちの物語　　　　宮子あずさ著　1

27．頭取の首　　　　　　　　　山田　智彦著　1

28，人が好き・私の履歴書　瀬戸内　寂聴著　i

29．正義の剣　　　　　　　　佐木　隆三著　i

30．ビーグル号の3入・艦長とダーウィンと　1

地の果ての少年　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　I　　　　リチャード・L・マータス著　！
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　竹内和世訳1

　　子どもの本　　…

31，おばあさんのメリークリスマス　　　　1

　　　　　　　殿芽雌灘1

32．クジラのハンフリー　　　　1
　ウェンディ＝トクダ・リチャード＝ホール作

　　　　　　　　　末吉　暁子訳
33．低学年なぞなぞあそび　　　　　　　　1

　　　　　　なぞなぞとんち研究会著　；

34．くいしんぼじいちゃんはスーパーマン　　1

　　　　　　　日本児童文学者協会編　

35．エネルギーの過去・現在・未来・エネル　

　ギー問題を考える　　　　　太田　時男
　　　　　　　　　　　　著1　　　　　　　　　渋川　祥子

籍し憲㌔2

年末調整説明会

大河原税務署

事業者の皆さん、例年通り「年末

調整説明会」を実施しますので出席

をお願いします。当日「法定調書」

の作成について説明します。

○日時11月26日（木）10時～12時

O場　所　白石市中央公民館1階

※説明会に出席されない方について

　も、年末調整関係用紙は会場に用

意してお1）ます。

　　　　　　　　　　　　　きi　国民健康保険の届出を　　　　　l

i　忘れてし、ませんか？i
を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

響　国民健康保険は、社会保険などの撃
で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

1保険に入っていない方が加入する保1
で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

i讐麗購欝劉
薯そのまま保険税がかかります。　　≧
！　国民健康保険証・社会保険証・印1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

婁鑑を持参し、市民課で届出してくだ婁
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
1さい。届出は14日以内です。　　　ε

も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

i・座振替をご利用の方は、預金残i

l高をご確認ください。　　　　　　　蓄
　　　　　　　　　　　　　彦

ξ　法人の届出は　　　　　　1
ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ

1　　　　お済みですか／　　l
i市内に会社を設立したり、支社（店）、l

l営業所等を開設した法人で、まだ届1
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
1出をしていない法人は、次の書類を1

望税務課まで提出してください。　　　≧
で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

1　届出の期間は、設立、開設後2ヵ　1

墨　　　　　　　　　　　　襲1月以内ですのでよろしくお願いいた1

巽します。　　　　　　　　　　≧
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

1・提出書類　　　　　　1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
著　法人等の設立・事業所等設置届とε
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

理会社の定款・登記簿謄本各1部　　　匙
セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ
1　詳しくは、税務課市民税係盈25－1
で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
12111（内線）142までお問い合わせく孟

雲ださい。　　　　　　　　　1
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寿
㌔ワ嚇1り鼎｝甲｝甲ワr匡 ｝噸＝・ワlrP｝弧一rF卿｝咲r 》帰▼1脚r國・ワ冊・Lワ1甲閃甲，ワ畑ワΨW

白石城復元工事に
こ協力を 一建設課より一

　白石城復元工事が10月から始まり

ました。この復元工事に伴い、安全

確保のため、益岡公園への一般車両

の通行および工事区域の使用を規制

　　□神明社コェェρ

　　　1□
　　　I　　　　　　　　　　I

　　　I　　　　工事区域
腫公園1

しますので、市民の皆様のご理解と

ご協力をお願いします。

なお、規制期問は平成7年3月31

日までの予定です。

　
ム
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家屋調査に
こ協力を／

移動講座の
開催

o家屋の新築、増改築をされた方

　現在、来年度から新しく固定資産

税の対象となる家屋の調査をしてい

ます。調査の対象となる家屋は、平

成4年1月2日から平成5年1月1
日までに新築、増改築が完了する家

屋です。

　調査の連絡がありましたら、ご協

力をお願いします。

o家屋の取り壊しをされた方

　お済みですか？「家屋取壊届』

　平成4年1月2日以降に家屋の全

部又は一部を取1）壊した方（予定の

方も）は、来年度から税額が変わり

ますので「家屋取壊届」の提出をお

願いします。

　届出用紙は税務課の窓口にあi）ま

すので、ご来庁ください。

Oお問い合わせ先

　市税務課固定資産税係

盈25－2111（内線）146一一148へ。

私道等の整備（舗装等）

の助成制度について

私道の整備（舗装等）に必要な経

費の一部を助成します。

対象となる私道については一定の

基準があ1）ます。詳しくは、市建設

課道路管理係費25－2111（内線）264、

265へお問い合わせください。

下
藝

　心身障害児教育の

　　　一講話と映画の会一

〇日時11月5日（木）

　　　　13時～15時30分

○場所　白石市中央公民館

o対　象　障害児の保護者、教育関

　　　　係者及び一般市民

o受講料無料
　詳しくは、宮城県特殊教育センタ

ー費022－376－5432へ。

くりでん乗車体験

写真コンクール

栗原電鉄線の沿線景観（電車を含

んだもの）を題材とした写真のコン

クールです。

o作品規定　白黒の部、カラーの部

　ともに四ツ切りに限る。　（ダイレ

　クトプリントを含む）

o応募期間

　9月10日～平成5年1月31日
O賞内容　特選（賞金10万円〉、入

選（賞金3万円）、佳作

○審査発表　平成5年3月

○応募・問い合わせ先

〒989－55　宮城県栗原郡若柳町字

　川南戸の西4番地　若柳町役場企

画財政課内　栗鉄線運行維持対策

協議会事務局　奮0228－32－2／21

（内線）221
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バザー開催のお知らせ

ひかり幼稚園P　T　Aでバザーを開

きます。手作り品も多く出品します。

O日時11月28日（土〉11：00～

o場所　ひかり幼稚園教室

第9回宮城県土づくり

機械利用技能競技大会

　県内17市町村から代表選手が集ま

り、技能競技大会が開催されます．

不忘地区民あげていろいろなイベン

トを用意して皆様をお待ちしていま

す．ぜひご家族でおいでください，

○日時　11月12日（木）9：30開会

　　　10時競技開始

o場所　不忘地区ふれあい広場周辺

　　　（池田記念墓地公園前）

o競技種目　①仕業点検②肥料散布

　　　　③ロータリー耕
○共催イベント

・直径2mの大ナベによる不忘汁

　　　　　　　　　サービス
・無人ヘリ飛行

・最新農機具展示会

・墓地公園見学会ほか

蒙庭介護者教室を
開催します

　「家庭介，，隻者教室」とは、日常介，i又

面での問題を多少なりとも解決する

ため、家庭介護者に多くの知識や技

術を修得していただくものです．

o日　時

　・第1回目　12月11日働

　　　　　9日寺30分～15日寺

　・第2回目　平成5年1月22日働

　　　　　10日寺～15躍寺

・第3回目　平成5年2月13日〔士）

　　　　10時～15時
・第4回目　平成5年3月13日（土）

　　　　10日寺～15日寺

o場所
　デイサービスセンター吹上荘

○費用1，000円（テキスト代初回

　のみ700円、食事代300円）

O定　員　25名（定員次第締め切り）

○交　通　白石市役所前から会場ま

　で送迎いたします。（第1回のみ9

　時出発、2回以降は9時30分出発）

　申し込み、問い合わせは、市社会

福祉事務所盈25－21111内線）158、

またはデイサービスセンター吹上荘

盈24－5500へ．

就学援助（準要保護）制度

について 教育委員会から

　在学中、または来春入学される児

童・生徒1小・中学生）の保護者の

方で、通学に要する学用品費等、新

たに児童・生徒を入学させるための

準備が、経済的理由で支障をきたす

方に就学援助制度があります。

　申請が認定されますと、学用品費、

修学旅行費、校外活動費等が給与さ

れます。

　受給を希望される児童・生徒の保

護者の方は、児童・生徒の在学して

いる学校に、平成5年4月小学校就

学予定児童については、就学予定小

学校にご相談ください。

　申請される場合は、12月8日まで

に、申請書を学校に提出してくださ

い。なお、この申請は平成5年度分

です．

弟1回市民グラウンドゴルフ大会柚
一ヘルスパイオニアタウン事業一

O日時1！月15日（日〉

※雨天の場合は11月23日

O場所益岡公園野球場ほか

o種目
　・団体の部（6人編成）

　・個人の部

　①ジュニアの部（小学生）

　　　　　　　　　乾
　　年賀はがき　鍍2

　　　　　　　　　讐轡　
　早いもので、今年もまた年賀はが

きの季節になりました。毎年、　「早

めに書こう」と決心しても、なかな

か手をつけられないものです，そこ

で提案！

　思い切って今のうちからお出しに

，＿曉馨一

　②オープンの部

　③シニアの部（60歳以上）

○申し込み方法　11月5日まで市教

育委貝会文化スポーツ振興課盈25

－2111（内線）412へ申し込みください。

○主催白石市教育委員会

　　　　白石市国民健康保険

鱗輝

なる方の住所整理、デザインの準備

をしてはいかがですか？

　なお、目の不自由なノゴのために41

円お年玉年賀はがきも用意していま

す，年賀はがきはお早めにお買い求

めください、

㌧

しころの相談のこ案内

　　一保健所から一

撃

・イライラする、眠れない、仕事が

　手につかない

・学校に行きたくない

・老人ボケのようだ

・お酒を飲みすぎてしまう

　あなたはこんなことはないですか。

心当たりのある方は、「こころの相

談」を利用してみませんか？

　保健所では、毎月相談日を設けて

お1）ます。お問い合わせは、白石保

健所費25－2107へお気軽にどうぞ。

クレジット返済に

お困りの方へ

　（財）日本クレジットカンセリング

協会では、クレジットなど多重債務

でお困りの方の法律、家事相談を下

記のとおり行いますのでご利用くだ

さい。なお、相談は事前に電話によ

り予約が必要です。

O予約受付　11月12日（木）、13日

　（金）9時30分～16時30分

O予約電話　022－223－9945

0実施時期　11月25日（水）

　　　　　9時30分～16時30分

o場所勾当台会館4階「孔雀の
　　　　間」

O相談時間　一人または一組、30～

　　　　45分程度
o相談担当者

　法律…弁護士、家計…消費生活ア

　ドバイザー

o問い合わせ先

　宮城県生活福祉部県民生活課盈02

　2－211－2523

車イス．特殊寝台を

貸し出します

市では、身体障害者の方及び65歳

以上の寝たきりの老人の方に対し、

車イスと特殊寝台を無料で貸し出し

ておりますのでご利用ください．

　ただし条件がありますので、詳し

くは市杜会福祉事務所福祉係盈25－

2111（内線）156へ。

　国際化が急速に進展している今日、

日本と諸外国の文化、伝統、生活様

式などの共通点や違いを理解し、国

際的な視野の拡大を図ることが必要

ではないでしょうか。

　講師の方々の発表を通して、異文

化にふれ、国際理解の機会とし、豊

かな国際感覚を養いましょう。

O日　時　11月14日（土）

　　　　13時30分～15時30分

o場所白石第一小学校体育館
o対象一般市民（児童生徒も含

　　　　む）、教職員

Oテーマ

　「異文化理解と豊かな国際感覚」

o講師等

講師（体験発表）

　・ジェラルディン・アンダーソン

　　（白石女子高校外国人英語指導

　　助手　アイルランド）

弟28回納

　・デイビッド・ドーン（白石工業高

　校外国入英語指導助手カナダ）

　・十二村実（海外渡航経験者）

　・坂本よし子（主婦・働く婦人の

　家英会話講師）

中学生意見発表者

　・枡　寛（白石中学校3年生）

　・小池多喜子（白石中学校3年生）

通訳
　・川島陽子（小原中学校教諭）

　・鷲見浩勝（白石中学校教諭）

コーディネーター

　・小室秀一（白石中学校教諭　元

　日本人学校勤務）

o主催白石市教育委員会
o主　管　国際理解教育推進会議

o問い合わせ先　市教育委貝会社会

教育係智25－2111（内線）409へ。

oその他　上履きをご用意ください。

白石市断郊レース大会

O日時11月23日（祝）9時開会
O場所　白石川緑地陸上競技場周辺

o参加資格
小・中学生、高校生及び一般男女

※だだし、小学3年生以上に限る。

o申し込み先

市教育委員会文化スポーッ振興課

O主催白石市陸上競技協会

　　　　白石市教育委員会

o問い合わせ先

市教育委員会体育振興係

　a25－2111（内線）412

鈴木清重

　岱25－2849

「寝たきり防止シンポジウム」

を開催します

○日時11月12日困13時～16時30分

O場所仙台市青葉区青葉山

　　　　仙台国際センター

o墓調講演
　「寝たきり老人ゼロに向かって」

医事評論家　水野　　肇氏

o参加費無料
詳しくは、宮城県保健環境部地域

保健課老人保健係智022－211－2624

へ
o

「みやぎ手帳」をあっせん

します

宮城県民のためにつくられ、最新

の統計資料や市町村一覧、行事予定

等が掲載されている、見やすくて使

いやすい平成5年版「みやぎ手帳」を

あっせんいたします。ご希望の方は

市役所企画財政課且25－2111（内線）

　　　　　 ‘、

362、または各事務連絡所へ11月末ま

でに、お申し込みください。

　◎「みやぎ手帳」の頒布価格

　ポケット版　370円（消費税込）

　大　型　版　500円（消費税込）
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1月22日

内科　三浦クIJ二、・タ　盈25－6854

外科宮城医院盈自5－2062
歯科　谷津歯科医院台26－3254

1月23日

内科　広　瀬　医　院　雪25－0238

外科銭谷医院雪25－2010
歯科亘理歯科医院君26－2563

1月29目

内科海上医院盈25－1501
外科加藤（大）医院β26－2653
歯科　白石中央歯科医院　盈24－5554

2月6日
内科　水野クリニ・’ク　費25－2736

外科刈田病院露25－2145
歯科吉村“列医院費26－2118

月1日
内科柿崎医院台25－2210
外科刈田病院奮25－2145
歯科　村上歯科医院　盈26－26ア8

月3El
内科　水野クII二・ク　蕊25－2736

外科　加藤1大｝医院　雪26－2653

歯科　水野歯科医院β26－2401

月8日
内科大沼医院a25－2502
外科刈田病院智25－2145
歯科三1尺歯干1クIlニク費26－241）1
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※都合により変更になる場合もあります。　　夢休日当番薬局は健康カレンダーで。
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　　　　政幸さん、芳江さんの次女

　　ママからひとこと

　　“健やかに育ってほしい！”

　　パパからひとこと

　　“愛きょうのある子に育ってほしい！

翻嘲鐸’浄邑翻簡飽納噂含㊧腐て

子ビッ，美術館

季　　』1）鱈

裟璽幽曜，銭
　　　　　　　　　｝　『Mび

　　　　　　　　　　　　　佐藤　卓哉くん

「はばたけゾウ列車」　　　　　（斎川小6年）

斎藤　春香さん

　（深谷小2年）
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」

　　　　　　　　　　　　　讐フォト歳時記一芋煮一
　　　　　脳　　　　　　　　’葭　　　　　　秋も深まり芋煮のシーズンを

　　　　　　　　　　　　　　　迎えています。ここ白川保育園

　　　／、‘』　 繊，1でも・おじいちゃん・おばあち
　　　　　　　　　　　　　　　ゃんと一緒に園児たちが芋煮に

ヂ

市内の交通事故（9／16プ縢昏

　事故発生件数　　　31件（469件）

　死亡者数　　　口人（　1人）

　負傷者数　　12人（116人）

　物損件数　 22件（366件）

一第15回白石市交通安全市民大会一
　　11月酔慰・下・千偏1瞬諏iオ1

　　蔭石薦中鮨U　　．｛弓、1レ
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